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は由利本荘市の田園風景が大好きです。特に

本荘東中学校近くの田んぼアートがお気に入

りです。今年の５月に私たち２年生全員で田植えが

終わった苗の一部を古代米に植え替えて「Wish」の

文字を創りました。

　田んぼに実際に入ってみると、中はぬめぬめして

いて足をすべらせてしまわないようにするのは大変

でした。クラスメイト達も大変そうだったけど、ＪＡ

の方々からのアドバイスのおかげで最後までやりと

げることができて楽しかったです。

　作業が終わった後、私は達成感でいっぱいで、こ

の体験ができてよかったと思いました。

　この田んぼアートは東中生全員で創ったもので

す。東中は開校２１年目を迎えますが、この伝統は

いつまでも続いていってほしいです。

は、由利本荘市の豊かな自然が好きです。そ

の中でも一番好きなのは、鳥海山です。春は

雪どけを見ることができます。夏や秋は山登りを楽

しむことができ、冬は雪景色がとてもきれいです。

小友小学校のグラウンドからも、鳥海山を見ること

ができます。私は家族と何度か登山をしたことがあ

ります。山頂からの景色はとてもきれいで、達成感

でいっぱいになります。きっと、鳥海山から見られ

る景色も美しいと思います。家族と鳥海登山にも挑

戦したいです。

　自然は、いつも私を見守ってくれているように感

じます。鳥海山を見るたびに、見守ってくれてあり

がとうという気持ちが生まれます。１０年後、２０

年後も、変わらずきれいな鳥海山が残ってくれると

うれしいです。

愛 ＬＯＶＥ
アイ ラブ

ゆりほんじょう
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由利本荘市の鳥海山苗の植え替えから見る田んぼアート
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７月

８月

９月

議会報編集特別委員会
議会報編集特別委員会
鹿角市議会行政視察来訪
再生可能エネルギー調査研究推進議員連盟研修会
議会全員協議会
栃木県那須塩原市議会行政視察来訪

東京都足立区議会行政視察来訪
産業建設常任委員会協議会
総務常任委員会協議会
市民と語る会「高校生と語る会」
森林・林業・林産業活性化推進議員連盟研修会
教育民生常任委員会協議会
議会全員協議会
総務常任委員会協議会
教育民生常任委員会協議会
産業建設常任委員会協議会
議会運営委員会

本会議（開会）
会派代表者会議
本会議（一般質問）～９日
議会運営委員会
決算審査特別委員会
会派代表者会議
委員会（議案審査）決算審査特別委員会～１２日
決算審査特別委員会（主査報告）
議会全員協議会
再生可能エネルギー調査研究推進議員連盟総会
森林・林業・林産業活性化推進議員連盟総会
議会運営委員会
本会議（閉会）
議会全員協議会
正副委員長会議
会派代表者会議
議会報編集特別委員会

（７／１～９／３０）

４日
１１日
１７日
２３日
２５日
２９日

５日
６日

８日

２２日

２５日

２日

８日
９日

１０日
１８日

２４日

３０日

９
月

定

例

会

３日
６日
１１日
１２日
１７日
１８日
１９日

２２日
２５日
３１日

３日
４日
８日
１８日
１９日
２４日
２７日
３０日

１日
１２日
１３日
２０日
２６日
２７日
２９日
３０日

【議長公務】

詳細はこちらから↑

７月

８月

９月

各期成同盟会等合同整備促進大会
消防訓練大会
由利畜産共進会
旧藩祭
秋田県市議会議長会第１回定例会（男鹿市）
青少年ハンガリー友好交流訪問団団結式
本荘マリーナ海水浴場安全祈願祭
日本海洋上花火大会
全国市議会議長会建設運輸委員会（東京都）
交通安全市民大会
東北日本海沿岸市町村議会協議会中央要望（東京都）～８月１日

矢島カップMt．鳥海バイシクルクラシック
市と市議会との合同要望(秋田市)
いわきおどり
日本海沿岸東北自動車道山形・秋田県境区間建設促進大会（山形県遊佐町）
峰越手代奥山林道整備促進連絡会議（山形県酒田市）
第１００回秋田県畜産共進会及びあきた畜産まつり
全国市議会議長会研究フォーラムin札幌（北海道札幌市）～２８日
市総合防災訓練

石川善兵衛翁の功績をたたえる植林記念祭
本荘地区福祉展表彰式
本荘追分全国大会
韓国梁山青年会議所訪問団来荘歓迎レセプション
子吉小学校閉校記念式典
全国ボート場所在市町村協議会議長懇話会
本荘由利発明工夫展・未来の科学ゆめ絵画展審査会
尾崎小学校閉校記念式典

議会日誌議会日誌

実質収支は12億6462万1千円の黒字

企業会計の状況企業会計の状況

区　　分 総 収 益 支　　出

水 道 事 業

ガ ス 事 業

２４億１００７万１千円

１３億１５４２万６千円

２３億３０７６万２千円

１２億２１１５万４千円

下水道事業 ３０億４４８６万円 ３０億８４７９万円

市債残高の状況市債残高の状況

年度比較 令和６年度 令和５年度

市 債 残 高 計

市民１人あたり

当該年度末人口

６１４億５００９万円

８８０，３７３円

６９，８００人

６３８億５３８８万５千円

８９５，７５４円

７１，２８５人

18億3981万1千円

12億6462万1千円

実質収支

5億7519万円

令和６年度繰越財源

歳入歳出差引額

歳入総額

37万6千円

533億

歳出総額

6056万5千円

514億

令和６年度決算を認定

１０特別会計の状況１０特別会計の状況

予算現額 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額

９６億５１３万２千円 ９６億６３６５万７千円 ９４億９８０２万４千円 １億６５６３万３千円

１０特別会計…国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、診療所運営特別会計、情報センター特別会計、奨学資金特別会計、
介護サービス事業特別会計、スキー場運営特別会計、小友財産区特別会計、北内越財産区特別会計、松ヶ崎財産区特別会計

令和６年度 一般会計決算令和６年度 一般会計決算

議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）

市議会カレンダー
● １２月定例会の予定 ●

１１／１６

２９２７２４ ２５

２０１８１７ ２１

３ ４２

７

１２／１

１３

６

２２

２１

１４

２４ ２５ ２６２２ ２３ ２７

２０１６１５ １９１７

月 火 水 木 金 土

本会議
（一般質問）

本会議
（開会）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

日

５

８ ９

１９

　１１月１９日（水）

正午までに受理する

請願・陳情を審議

する予定です
２８

本会議
（閉会）

１８

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）

常任
委員会

常任
委員会

１０ １１
常任
委員会

１２
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慶祝、
協賛など

弔　　　事

７月 ８月 ９月

59,220円
（9件）

28,660円
（3件）

31,450円
（6件）

0円
（0件）

0円
（0件）

0円
（0件）

【議長交際費】

詳細はこちらから↑

議長交際費議長交際費

議会を見よう！知ろう！

★議会を傍聴！ライブで！
★会議録で読む
★ケーブルテレビで生中継
★由利本荘市議会YouTube
　チャンネルでライブ配信

由利本荘市議会YouTube
チャンネルはこちら→

▶ 次の定例会は１１／２８～１２／１８ ◀
　本会議でどんなことがどのように話し合われているの

か、様々な手段で知ることができます。皆さんの暮ら

しに直結していることばかりです。ぜひご覧ください。
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◆６災２８６号１級市道袖山線道路災害

　復旧工事請負変更契約の締結について

　契約金額：１億８５９６万８２００円
　契約の相手方：山科建設・三浦土木特定建設工事
　　　　　　　　共同企業体
◆市立本荘東小学校グラウンド整備工事請負変更契

　約の締結について

　契約金額：２億６８１０万６３００円
　契約の相手方：香楽園・菊地・エコシビル特定建設
　　　　　　　　工事共同企業体

契　約　関　係 可決

●乳児等通園支援事業の設備及び運営に

　関する基準を定める条例の制定について

●由利学生寮教育振興基金条例の制定について

●個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する

　条例の一部を改正する条例案

●子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例案

●どまらんど大内条例の一部を改正する条例案

●テニスコート条例の一部を改正する条例案

●由利本荘市企業職員の給与の種類及び基準に関

　する条例の一部を改正する条例案

条　例　関　係 可決

９月定例会９月定例会
●字の区域及び名称の変更について

●排水路氾濫事故に係る和解及び損害賠償の額を

　定めることについて

そ の 他（主なもの） 可決

継続審査

○陳情第１号（継続審査中）

　選択的夫婦別姓制度の導入を国に求める意見書提

　出についての陳情

秋田弁護士会　会長　石田英憲

○陳情第５号

　再審法改正を国に求める意見書提出についての陳情

再審法の改正をめざす秋田の会　　　　　

筆頭代表　有働悠一

陳　情　結　果

●議員発案５号

　米の安定供給と食料安全保障の確立を求める意見

　書の提出について

議　員　発　案

意見書
提出

衆議院議長　参議院議長

内閣総理大臣　農林水産大臣

経済産業大臣

可決

■人権擁護委員（任期：３年）　

　菅　原　耕　悦　氏（再任）本荘地域川口

人　事　案　件

すが わら こう えつ

異議
なし

　本市議会では、令和４年度から「市民と語る会」を、高校生とまちづくりについて話し合う「高校生
と語る会」として取り組んできました。昨年度は語る会において話し合われた内容から「人口減少・少
子高齢化対策」「矢島高校における学校給食の導入」について、市当局に提言を行いました。
　今年度は、市内５校の高校生２８人と市議会議員１８人（議長等を除く）が９つのグループに分かれて「今
後の由利本荘市に取り組んでほしいこと」について話し合いました。およそ１時間にわたる意見交換を経
て、各グループごとにテーマが掲げられグループ協議を終えました。各グループから出されたテーマの一
部をご紹介します。

　高校生らしい「若者が集まれる場所や遊べる場所」「まちの活性化」を望む意見から、「出産・子育
て支援」「自殺率の減少」「農業の後継者問題」など本市にとどまらず現代日本の課題を捉えた意見など
もあり、多様な視点からの意見交換がなされました。そのような協議の中から提案されたテーマには、
由利本荘市への各グループの思いがこもっていると感じました。
　開催後のアンケートでは、「他校の生徒と交流ができて良かった。」「さまざまな意見や考え方があって
おもしろかった。」「自分の住むまちについて考えることができ、貴重な体験ができた。」などの感想が寄
せられ、２８人中２７人が語る会に参加
して「良かった」、１人が「まあまあ良か
った」との回答結果となりました。他校
の生徒と交流できたことや多様な考えに
ふれ意見交換ができたこと、また普段
語ることのない由利本荘市のまちづくり
について語り合えたことへの充実感が感
じられるアンケート結果でした。
　議会では、今回の語る会の内容を報告
書としてまとめ、市当局に提出いたしま
す。今後も、若い世代のまちづくりへの
思いが市政に反映されるように取り組ん
でまいります。

令和7年度  由利本荘市議会市民と語る会

※陳情第１号：継続審査中の「選択的夫婦別姓制度の導入を国に求める意見書提出についての陳情」について、なお継続審査とするかの採決

※陳情第５号：「再審法改正を国に求める意見書提出についての陳情」について、継続審査とするかの採決

※長沼久利議長は、採決に加わりません。　※採決で賛否が分かれた案件を掲載しています。　※共産党：日本共産党　立民党：立憲民主党
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●取り組んでほしいこと・理想の由利本荘市
●高校生が描く住みやすいまちについて
●Hope Town YURIHONJO
●希望をもてる由利本荘市
●これからのまちづくり・由利本荘市に
　取り組んでほしいこと
●「STOP！人口減少」プラン
●出て行ったとしても帰って来たいまちに
●みんな笑顔で満足な由利本荘市
　～全世代が住みよいまちに～

「高校生と語る会」開催

全ての議案審議結果は
ホームページをご覧ください▶▶
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総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会 産 … 産業建設常任委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。

９月定例会のトピックス
　９月定例会が、9月2日から9月24日までの２３日間の日程で開催されました。
　市議会提出議案は、専決処分報告４件、令和６年度決算認定１４件、人事案件１件、条例案７件、契約
案件２件、令和７年度補正予算１０件、その他５件の計４３件が提出され、すべてが原案のとおり承認・認
定・可決されました。
　また、継続審査中のものを含む陳情２件は、ともに継続審査となりました。
　さらに、議案発案１件を可決、意見書の提出となりました。

「マイナ救急」全国一斉実証事業

問 　具体的な時期・内容は。

答 　令和７年１０月１日から翌３月３１日までを予
定とし、全地域を対象に実施する。救急隊員
が、搬送時に傷病者のマイナ保険証を活用し、
傷病者の医療情報を閲覧する。これにより、
ご本人や付き添われる方の負担を軽くするとと
もに、傷病者の方がより適切な処置を受ける
ことができる。

　救急搬送時にマイナンバーカードを活用した実

証を行います。 総

活動報告 令和７年７月２３日

再生可能エネルギー調査研究推進議員連盟研修会再生可能エネルギー調査研究推進議員連盟研修会
　再生可能エネルギー調査研究推進議員連盟研修会として、「エ
ネルギーのまち能代市」の取り組みについて視察を行いました。
　能代市は、平成１３年より運転開始された風力発電所を皮切りに、
太陽光発電やバイオマス発電など、さまざまな再生可能エネル
ギーの導入が進み、令和４年１２月には全国初となる洋上風力発
電所の商業運転が開始されています。
　地域への波及効果も大きく、運転管理事務所、県内企業との
合弁会社で運行するアクセス船（CTV）、メンテナンス作業チー
ムなど産業振興や雇用が創出され、風車の部材を置くふ頭の地盤強化など港湾振興にも寄与されてい
ました。
　また、事業者と連携した取り組みも多く、高校生を対象とした人材育成に繋げるエネルギースクール、
エネルギーに見て触れて体験するツアーなど風車への理解・啓発、事業者の協力のもと乗合交通の実
証運行などを実施していました。
　能代市の先進的な取り組みを視察し、経済波及効果と雇用の創出、事業者と連携した多岐にわたる
取り組みなどの実績を伺い、有益な事業になると認識できた研修となりました。
　本市沖の洋上風力発電事業は、事業者が資材価格高騰などの影響により、採算が取れないと判断し、
事業からの撤退を発表しました。政府は、速やかな再公募の方針を打ち出しており、今後の展開に期
待したいと思います。

活動報告 令和７年８月８日

森林・林業・林産業活性化推進議員連盟研修会森林・林業・林産業活性化推進議員連盟研修会
　森林・林業・林産業活性化推進議員連盟の研修会では、「本
市の森林環境譲与税の活用と林業の現状・課題・将来展望につ
いて」農山漁村振興課職員からお話を伺いました。
　本市の面積のおよそ４分の３を占める森林の状況や問題点を把
握するためには、①森林経営計画（一体的な森林を対象に植栽か
ら伐採までの保護等について５年１期とする計画）②森林経営管
理制度（管理されていない森林について市町村が仲介役として森
林の担い手を繋ぐ仕組み）③森林環境譲与税（森林整備に必要
な地方財源を安定的に確保するための財源）の三つの重要課題がり、１０年２０年と継続して実施して
いく必要がある事業であること。現状のままでは将来林産業が成り立たないことも数値では表れている
ことなど知るべき情報を伺いました。
　職員からは、「本市では年間およそ２億円の環境譲与税が見込まれている。使途目的に添った必要な
事業を行い、森林経営管理制度の周知を図り、森林管理人材育成などで、より多くの森林が次世代に
継承できるようになる」など、詳細な数値を示して説明いただきました。
　林活議連と当局との連携を深め、林産業の活性化を図り、森林の健全な維持に努めるための参考と
なりました。

由利本荘市議会だより  令和7年／2025年10月31日発行

鳥海山ろく線の災害復旧支援

問 　補助の内容は。

答 　令和７年８月８日豪雨により、子吉駅から鮎
川駅間において、線路上に法面から土砂流入
と倒木があった。
　国の災害復旧事業補助金の活用が前提とな
る第三セクター鉄道等協議会土木構造物保険
を適用させる。負担割合は、国庫補助４分の１、
県８分の１、市８分の１、鉄道事業者は２分
の１である。うち、市補助分１１０万円に免責金
１５０万円を加わえ２６０万円を補助する。

　災害総額９１４万９千円の一部２６０万円を補

正し補助します。 総

鳥海山 木のおもちゃ館から北側に数100m先の災害現場

市道松街道線  交通安全施設
（防護柵・防犯灯）設置工事

問 　事業概要は。

答 　防護柵２箇所、街灯2基を設置する。工事
費用は250万円。

　令和8年4月開校の本荘東小学校の通学路とな

っているほか、学童保育施設への経路にもなるた

め、安全と安心を確保する目的で設置します。 産

現地で設置箇所を確認
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粟野希穂
（立憲民主党）

ここが聞きたい
一 般 質 問

由利本荘市議会だより  第82号（9月定例会）

本荘道路拡幅に係る
本荘公園用地の売却

問 　進捗状況は。

答 　第1期区間（御門交差点から一番堰交差点）
および第2期区間（一番堰交差点から須田酒
屋前）は供用中、第3期区間（瓦谷地交差点か
ら御門交差点）を令和12年度までに供用開始
予定。

　国道１０７号本荘道路は、由利本荘市街から本

荘ＩＣへのアクセス道路であるほか、国道１０５

号、国道１０８号と接続し、交通の要衝となってい

ます。また、沿道には本荘公園や小学校、商業施

設などが立ち並ぶほか、第一次緊急輸送道路に

指定されるなど重要な路線であることから、平成

１１年度より県が整備を進めています。この用地と

して本荘公園の一部を売却しました。 産

由利学生寮教育振興基金条例
の制定

問 　どのように奨学金償還の支援として活用す

るのか。

答 　移住支援課が行っている「奨学金返還助成
事業」と連携し、対象者の負担軽減を図る。具
体的には、由利本荘市に就労または起業する
者の初年度１０月から翌年９月までの奨学金の
返還に際し、毎年４万円の自己負担分を基金
で充当し、対象者の負担を無くす。

　公益財団法人由利学生寮閉寮・解散による寄

付を奨学金償還の支援等に活用いたします。 教

ＡＩオンデマンド交通実証運行
事業

問 　主な事業概要は。

答 　本荘地域の一部で実施する。１名１乗車につ
き、大人（中学生以上）３００円・小人（小学生
以下）１５０円（未就学児無料）で、キャッシュ
レス決済にも対応する。また、スマートフォンア
プリから予約すると運賃が値引される。
　運行時間は午前９時から午後６時３０分で、
アプリでの受付の他、専用ダイヤルからの電話
受付も計画している。

　「ゆりほんのれッタ」の愛称で、今年度は令和

７年１２月１日から令和８年１月３１日の２か月間、

１０人乗りワゴン車輌１台と１４人乗りワゴン車輌

１台の計２台で実証運行の予定です。 総

障害者支援施設・介護保険施設
物価高騰対策事業

問 　どのような事業内容なのか。

答 　物価高騰をうけ障害者支援施設および介護
保険施設等に対して、食材料費の助成を行いま
す。障害者支援施設に対しては、入所系の定員
１人当たり３３００円。通所系施設の定員１人当
たり１６５０円。民間の介護保険施設に対しては
入所系・複合系の宿泊サービスに対し、定員１人
あたり５０００円。通所系・複合系の通いサービ
スに対し定員１人あたり１６５０円の補助を行う。

　障害者支援施設３３０万２千円、介護保険施設

１２４１万７千円の一般会計補正により事業を展開

します。 教

乳児等通園支援事業の設備及び
運営に関する基準を定める
条例の制定

問 　乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制

度）とは。

答 　利用対象は、０歳６ヶ月から満３歳未満で保
育所等に通っていないこども。就労要件を問
わず、月１０時間の枠内で柔軟に利用すること
ができる。２０２６年度から子ども・子育て支
援法に基づき全国の自治体で実施される。

　国の乳児等通園支援事業創設に伴い、設備や

運営に関する基準を制定します。 教

本
市
で
活
動
す
る
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
専
門
性

や
活
動
機
会
の
確
保
、
そ
し
て
広
大
な

市
域
に
対
応
す
る
た
め
の
県
と
の
連
携

や
増
員
要
望
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
る
か
。

県
教
育
委
員
会
で
は
、
本
市
・

に
か
ほ
市
を
対
象
に
、
学
校
現

場
経
験
の
あ
る
元
校
長
や
社
会
福
祉
士

資
格
を
持
つ
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
２
人
を
中
央
教
育
事
務
所
由
利

出
張
所
に
配
置
し
て
い
る
。
相
談
者
の

増
加
な
ど
必
要
に
応
じ
て
県
教
育
委
員

会
と
増
員
を
協
議
す
る
。

　
市
教
育
委
員
会
と
は
、
年
４
回
の
情

報
交
換
会
を
通
じ
て
活
動
や
相
談
内
容

を
共
有
し
て
お
り
、
相
談
希
望
者
に
十

分
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

問答 不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
と

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　配
置
体
制
は

市議会「子吉川クルー」5大会ぶり5回目の優勝
　第34回全国市町村交流レガッタ豊岡大会が9月27日・28日の両
日、兵庫県豊岡市円山川公苑特設会場（400mコース）で開催され
ました。議会議員の部には27クルーが出場。大会初日は予選5組の
レースが行われ、鳥海山クルーは惜しくも予選通過できず、翌日の交
流戦に回り第３位と奮闘。子吉川クルーは予選第3組に出場。2位に
2秒差余り、議会議員レースの全5組中3位の好タイムで予選を通過
し翌日の決勝に臨みました。決勝には、昨年予選で不覚を取った愛
知県東郷町議会など6チームが出場。当日の天候は晴れ、向かい
風、川の流れが速く川上に向かって漕ぐさまは、5月の連休明けから
9月の大会に向けて練習を重ねて来た「子吉川ボート場」によく似ており、レース後半の漕ぎが勝敗のキーポイントとし試合に
臨みました。課題のスタートを無難にこなし、中盤250m付近で3番手に手につけ300m付近から加速し、タイム「1分52秒
75」で2位のライバル東郷町議会に2秒余りの差をつけ、5大会ぶり（合併後）5度目の優勝。チーム由利本荘参加7クルーとと
もに「ボートのまち由利本荘」のPRと交流に努めてきました。

■市議会クルー監督／伊藤順男
■子吉川メンバー／C 伊藤順男・S 佐藤義之・3 小松浩一・2 泉谷赳馬・B 松本学・補漕 粟野希穂
■鳥海山メンバー／C 吉田朋子・S 佐藤健司・3 長沼久利・2 大友孝徳・B 橋島達也・補漕 甫仮貴子
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ここが聞きたい
一 般 質 問

堀井新太郎
（高志会）

甫仮貴子
（高志会）

由利本荘市議会だより  第82号（9月定例会）

市
職
員
に
よ
る
不
祥
事
が
続
く

中
、
職
員
昇
任
試
験
の
導
入
の

考
え
は
。現在

、
職
員
の
昇
任
・
昇
格
に

つ
い
て
は
、
経
験
年
数
を
は
じ

め
、
事
務
能
力
や
勤
務
態
度
、
勤
務
成

績
な
ど
を
勘
案
の
上
で
行
っ
て
い
る
。

班
長
級
以
上
の
登
用
に
は
、
特
に
上
司

に
よ
る
人
事
評
価
結
果
な
ど
を
踏
ま
え

た
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
な
ど
を

合
わ
せ
て
、
総
合
的
に
評
価
し
て
判
断

を
し
て
い
る
。

　
他
市
で
行
う
「
試
験
」
と
本
市
で
行

う
「
選
考
」
に
形
式
的
な
違
い
は
あ
る

が
実
質
的
な
違
い
は
な
い
。
現
在
の
制

度
の
運
用
と
と
も
に
、
他
市
町
村
の
状

況
を
見
定
め
て
い
く
。

問答 市
政
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に

市
内
資
料
館
の
老
朽
化
と
収
蔵

物
の
展
示
保
管
場
所
が
行
き
詰

ま
る
。
デ
ジ
タ
ル
資
料
館
の
考
え
は
。

本
荘
郷
土
資
料
館
を
含
む
市
内

４
施
設
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
企

画
展
を
開
催
し
て
い
る
が
、
展
示
ス
ペ

ー
ス
に
制
約
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
物

で
の
展
示
や
公
開
で
き
る
資
料
数
が
限

ら
れ
て
い
る
。
収
蔵
資
料
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
行
う
こ
と
で
、
い
つ
で
も
誰
も
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
資
料
の
閲
覧
や
活

用
が
可
能
と
な
る
。
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
は
、
こ
れ
ま
で
埋
も
れ
て
し
ま
っ

て
い
た
資
料
の
価
値
を
よ
り
高
め
る
き

っ
か
け
に
な
る
。
今
後
、
市
の
事
業
全

体
の
中
で
総
合
的
に
判
断
し
な
が
ら
、

デ
ジ
タ
ル
化
を
活
用
し
た
教
育
環
境
の

更
な
る
整
備
に
努
め
る
。

問答 教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

本荘郷土資料館

政
策
提
案
の
た
め
の
委
員
会
所
管
事
務
調
査

１
．
は
じ
め
に

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
大
き
な

課
題
と
さ
れ
る
今
、
将
来
に
わ
た
っ
て

持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
系
を
構
築
す

る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

 

市
民
の
皆
様
の
「
生
活
の
足
」
を
守

り
本
市
の
実
態
に
即
し
た
公
共
交
通
の

あ
り
か
た
を
検
討
す
る
た
め
、
先
進
地

域
の
公
共
交
通
を
学
び
、
課
題
解
決
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
調
査
探
求
す
る
。

２
．
先
進
地
の
視
察
か
ら

①
兵
庫
県
宍
粟
市

　
人
口
密
度
と
森
林
面
積
率
が
本
市
に

近
似
し
た
宍
粟
市
で
は
「
既
存
の
概
念

に
捉
わ
れ
な
い
全
く
新
し
い
公
共
交
通

シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
を
方
針
に
公
共
交

通
の
再
編
に
取
り
組
み
、
幹
線
と
支
線

を
結
節
点
で
結
び
、
自
治
会
集
会
施
設

か
ら
3
0
0
ｍ
以
内
に
路
線
を
設
定
し

一
筆
書
き
の
路
線
と
し
た
こ
と
で
、
再

編
後
11
か
月
で
利
用
者
数
が
４
割
増
え

た
。
運
賃
は
市
内
全
域
の
乗
継
ぎ
を
含

め
2
0
0
円
（
小
人
1
0
0
円
）
に
定

額
化
し
た
。

②
岡
山
県
玉
野
市

　
市
の
中
心
部
が
岩
山
帯
で
住
居
地
が

少
な
く
、
そ
れ
を
囲
む
10
地
区
を
効
率

的
に
結
ぶ
公
共
交
通
網
の
構
築
が
長
年

の
課
題
で
あ
っ
た
玉
野
市
は
、
市
長
の

「
免
許
を
持
た
な
く
て
も
日
常
生
活
に
困

ら
な
い
ま
ち
に
」
と
の
思
い
か
ら
大
規

模
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
基
づ
い
た
地

域
公
共
交
通
計
画
が
策
定
さ
れ
、
乗
合

タ
ク
シ
ー
や
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
の
導
入
等
が
な
さ
れ
て
い
た
。

③
鳥
取
県
伯
耆
町

　
鳥
取
県
西
部
の
米
子
市
に
隣
接
す
る

伯
耆
町
で
は
、
路
線
バ
ス
事
業
者
か
ら

の
「
町
内
枝
線
の
廃
止
通
告
」
を
受
け
、

小
中
学
生
の
通
学
手
段
で
あ
る
ス
ク
ー

ル
バ
ス
と
、
町
民
の
足
と
し
て
の
デ
マ

ン
ド
バ
ス
な
ど
を
共
存
さ
せ
る
「
伯
耆

町
型
バ
ス
事
業
」
が
運
営
さ
れ
て
い
る
。

３
．
最
終
報
告

　
昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
本
市
公

共
交
通
計
画
も
他
自
治
体
と
遜
色
な
い

体
系
と
な
っ
て
い
る
が
、
利
便
性
を
追

求
し
便
利
な
交
通
体
系
を
構
築
す
る
だ

け
で
な
く
、
市
民
に
対
し
て
「
乗
っ
て

利
用
し
な
け
れ
ば
鉄
道
や
バ
ス
が
無
く

な
り
、
地
域
の
衰
退
が
加
速
す
る
」
と

の
意
識
付
け
が
重
要
で
あ
る
。

　
市
議
会
で
は
、
政
策
の
提
案
や
提
言
を
目
指
し
て
事
務
事
業
の
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
常
任
委
員
会
（
総
務
・
教
育
民
生
・
産
業
建
設
）
ご
と
に
所
管

す
る
事
務
事
業
か
ら
テ
ー
マ
を
定
め
、
２
年
間
（
令
和
５
年
１１
月
か
ら
令
和
７
年

９
月
）
の
期
間
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
最
終
報
告
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

…先進地視察先…

 ７月１日～３日

●兵庫県宍粟市

●岡山県玉野市

●鳥取県伯耆町

地域公共交通について

総務 常任委員会

内陸部で森林の多い宍粟市

瀬戸内海に面した玉野市

米子市のベッドタウン化が進む伯耆町

地
域
共
通
「
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン

プ
」
で
地
域
の
活
性
化
を
。

経
済
効
果
や
地
域
活
性
化
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
強
化
な
ど
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
推
進
に
も
つ
な
が
る
有
効

な
施
策
で
あ
る
が
、
導
入
に
は
難
し
い

課
題
が
あ
る
の
も
事
実
。
商
工
会
を
始

め
と
す
る
関
係
団
体
と
情
報
共
有
を
し

つ
つ
制
度
化
に
向
け
た
動
き
が
出
て
き

た
場
合
に
は
助
言
や
支
援
策
の
展
開
も

視
野
に
入
れ
臨
ん
で
い
く
。

問答 本
市
に
お
け
る

中
小
企
業
を
始
め
と
す
る

　
　
　
　各
種
産
業
の
振
興

学
童
の
場
所
を
当
初
予
定
の
学

校
内
か
ら
変
更
す
る
際
の
説
明

会
の
在
り
方
は
。

保
護
者
や
関
係
者
の
懸
念
を
払

拭
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
十

問答 矢
島
小
学
校
学
童
保
育

　
　
　
　
　
　
　に
つ
い
て

分
な
説
明
と
対
話
の
機
会
を
設
け
、
寄

り
添
っ
た
対
応
を
す
る
。
今
後
と
も
運

営
事
業
者
、
小
学
校
と
連
携
を
密
に
し
、

ご
心
配
や
ご
意
見
に
真
摯
に
対
応
し
、

よ
り
良
い
保
育
環
境
の
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

自
前
の
焼
却
施
設
が
な
く
な
る

こ
と
の
問
題
は
。

道
路
の
寸
断
や
広
域
焼
却
施
設

へ
の
搬
出
が
困
難
と
な
っ
た
場

合
で
も
、
コ
ン
テ
ナ
に
よ
る
一
時
保
管

や
臭
気
対
策
設
備
等
の
設
置
で
対
応
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。
国
で
は
ご
み
処
理
の

広
域
化
・
集
約
化
を
推
進
し
て
お
り
、
本

市
と
し
て
も
人
口
減
少
を
見
据
え
、
引

き
続
き
安
定
的
か
つ
持
続
可
能
な
廃
棄
物

処
理
体
制
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答 本
市
ご
み
焼
却
施
設
の

広
域
化
と
環
境
負
荷
の
低
減
は

新ごみ処理施設予定地は今後中継施設などにする計画
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○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

１
．
は
じ
め

　
全
国
的
に
少
子
化
の
進
行
が
加
速
し
て

い
る
。
本
市
の
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み

の
現
状
と
子
育
て
世
代
が
そ
の
取
り
組

み
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
を
把
握
す

る
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
先

進
地
の
取
り
組
み
を
調
査
研
究
す
る
こ

と
で
本
市
の
子
育
て
環
境
の
整
備
や
支

援
の
在
り
方
の
提
言
に
結
び
付
け
た
い
。

２
．
最
終
報
告

⑴
本
市
の
子
育
て
世
帯
へ
の
ア
ン
ケ
ー

　ト
調
査
か
ら

　
本
市
認
定
こ
ど
も
園
、
保
育
園
を
抽
出

し
年
長
児
ク
ラ
ス
の
保
護
者
1
8
0
世
帯

（
回
収
数
1
3
8
世
帯
、
回
収
率
76・６
％
）

◎
約
半
数
が
「
概
ね
充
実
し
て
い
る
」
と

す
る
一
方
、
残
る
半
数
近
い
保
護
者

が
「
本
市
の
子
育
て
支
援
策
を
理
解

し
て
い
な
い
、
満
足
し
て
い
な
い
」
と

回
答

◎
も
っ
と
取
り
組
ん
で
欲
し
い
子
育
て

支
援
、
上
位
2
位
は
「
遊
び
場
の
充

実
」「
経
済
的
支
援
」

◎
約
7
割
の
保
護
者
に
「
子
育
て
に
お

け
る
悩
み
」
が
あ
る

⑵
先
進
地
域
の
視
察
か
ら

①
鳥
取
県
倉
吉
市

○
子
育
て
世
代
買
い
物
応
援
事
業

　
多
彩
な
事
業
者
が
協
賛
し
買
い
物
時

の
割
引
等
を
行
っ
て
い
る

○
子
ど
も
食
堂
の
立
ち
上
げ
支
援

　
立
ち
上
げ
や
運
営
に
関
す
る
補
助
を

行
い
、
生
活
困
窮
世
帯
を
含
む
す
べ
て

の
世
帯
を
対
象
と
し
た
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
を
支
援
。
そ
の
結
果
、
子

ど
も
食
堂
実
施
団
体
は
4
団
体
か
ら

9
団
体
に
増
加
。
子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
の
確
保
に
結
び
付
い
て
い
る
。

②
島
根
県
出
雲
市

○
子
育
て
短
期
支
援
事
業

　
宿
泊
を
含
む
夜
間
、
休
日
の
児
童
の

預
か
り
を
行
い
一
時
的
に
子
ど
も
の

養
育
が
難
し
い
家
庭
へ
の
支
援
を
行

う
。
里
親
委
託
が
可
能
に
な
り
里
親

制
度
の
周
知
、
利
用
者
の
安
心
感
の

高
ま
り
に
よ
り
効
果
的
に
運
用
さ
れ

て
い
る

○
出
雲
市
多
胎
支
援
事
業

　
妊
婦
健
診
の
追
加
助
成
、
家
事
育
児

訪
問
サ
ポ
ー
ト
の
費
用
や
利
用
上
限

時
間
の
優
遇
。
ま
た
、
多
胎
ピ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
を
委
嘱
し
多
胎
妊
婦
や
多

胎
家
庭
の
支
援
を
行
っ
て
い
る

３
．
ま
と
め

　
２
年
間
に
わ
た
る
調
査
活
動
を
通
じ
、

本
市
に
お
い
て
も
他
自
治
体
同
様
多
様

な
子
育
て
支
援
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
再
認
識
し
た
。
そ
れ
ら
を
さ
ら

に
充
実
し
た
も
の
と
す
る
た
め
、
以
下

の
必
要
性
を
課
題
と
し
本
調
査
の
ま
と

め
と
す
る
。

⑴
支
援
策
と
子
育
て
世
代
を
つ
な
ぐ
パ

イ
プ
役
と
な
り
得
る
人
材
の
育
成
と

確
保

⑵
関
係
機
関
お
よ
び
民
間
と
の
連
携
の

充
実

⑶
子
ど
も
の
遊
び
場
の
周
知
と
既
存
施

設
の
活
用

　
こ
う
し
た
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、

今
後
と
も
保
護
者
の
声
に
耳
を
傾
け
た

子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
り
、
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
両
面
に
お
い
て
も
、
子
育
て
に

や
さ
し
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ

と
が
望
ま
れ
る
。

…先進地視察先…

６月３０日～７月２日

●鳥取県倉吉市

●島根県出雲市

子育てにやさしい

環境づくりについて

教育民生 常任委員会

子ども食堂支援が充実している倉吉市

多胎育児支援が充実している出雲市

ここが聞きたい
一 般 質 問

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
に
豪
雨
被
害

で
通
行
止
め
と
な
っ
た
地
点
を

反
映
さ
せ
る
べ
き
で
は
。

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
は
誰
で
も
投

稿
や
削
除
が
で
き
る
た
め
正
確

性
に
欠
け
る
場
合
も
あ
り
、
市
の
公
式

な
情
報
発
信
と
し
て
取
り
扱
え
な
い
。

問答

案
内
看
板
標
記
は
「
鳥
海
高
原
」

を
冠
に
し
た
後
に
各
施
設
を
表

示
し
観
光
客
に
分
か
り
や
す
く
し
て
は
。

鳥
海
高
原
標
記
を
統
一
的
に
進

め
る
た
め
に
南
由
利
原
か
ら
鳥

海
山
麓
の
広
い
エ
リ
ア
を
売
り
出
す
こ

と
は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
受
け
止

め
る
。

問答 鳥
海
山
を
核
と
し
た
観
光
を

　
　
　
　推
進
す
る
た
め
に

曖
昧
な
ル
ー
ル
と
運
用
で
は
組

織
改
革
は
完
遂
で
き
な
い
。
当

局
が
定
め
た
「
不
祥
事
等
再
発
防
止
に

向
け
た
具
体
的
な
対
策
」
を
ど
の
よ
う

な
サ
イ
ク
ル
で
誰
が
そ
の
進
捗
を
確
認

し
て
い
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
は
実
情
を
踏
ま
え
つ

つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
長
の
判

断
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
今
後
は
さ
ら
に

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
も
確
認
す
る
。

ま
た
各
課
を
越
え
た
第
三
者
の
目
で
チ
ェ

ッ
ク
し
つ
つ
、
不
祥
事
の
防
止
に
努
め
る
。

問答 不
祥
事
及
び
不
適
切
な
事
務

処
理
の
再
発
防
止
に
向
け
て

大友孝徳
（市民の窓口）

本
市
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
さ
れ

る
風
力
発
電
施
設
と
の
離
隔
距

離
３
０
０
メ
ー
ト
ル
（
規
定
前
）
が
確
保

さ
れ
て
い
な
い
住
宅
等
は
何
軒
あ
る
の
か
。

西
目
地
区
の
中
高
屋
に
22
軒
、

海
士
剝
に
１
軒
、
松
ヶ
崎
地
区

に
１
軒
あ
る
。

問答 本
市
の
風
力
発
電
施
設

佐々木隆一
（日本共産党）

改善が望まれる案内看板

戦
前
の
軍
国
主
義
に
よ
る
侵
略

戦
争
で
日
本
国
民
３
１
０
万
人
、

東
南
ア
ジ
ア
太
平
洋
で
２
千
万
人
の
命

が
奪
わ
れ
た
。

　
あ
の
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
方
は
本
市

で
何
人
か
。
渡
満
さ
れ
た
方
は
何
人
か
。

非
核
平
和
都
市
宣
言
を
し
て
い
る
本
市

の
市
長
と
し
て
戦
争
と
平
和
に
対
す
る

見
解
を
求
め
る
。

満
州
事
変
以
降
の
戦
没
者
は
１

市
７
町
で
２
９
１
０
人
、
渡
満

さ
れ
た
方
は
当
時
の
由
利
郡
内
で
２
９

１
人
、
現
地
出
生
が
57
人
、
う
ち
１
９

２
人
が
帰
還
し
て
い
る
。

　
80
年
の
節
目
に
市
民
の
恒
久
的
な
安

全
安
心
と
「
核
戦
争
、
核
兵
器
の
な
い

世
界
」
の
実
現
を
希
求
し
、
１
日
も
早

く
平
和
が
訪
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

問答 戦
後
80
年
平
和
を
願
う
心
を

　
　
　
　未
来
に
伝
え
よ
う

防
衛
省
は
子
ど
も
版
「
防
衛
白

書
」
を
毎
年
作
成
し
て
い
る
が

今
年
初
め
て
全
国
的
に
配
付
し
て
い
る

よ
う
だ
。

　
軍
事
力
を
正
当
化
し
、
意
見
が
分
か

れ
る
安
全
保
障
政
策
に
つ
い
て
政
府
見

解
を
一
方
的
に
教
え
こ
む
内
容
に
教
育

現
場
で
は
戸
惑
い
の
声
が
上
が
っ
て
い

る
。

　
ま
た
、
自
衛
隊
の
戦
車
や
戦
闘
機
の

紹
介
が
自
衛
官
募
集
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
あ
る
。
本
市
に
は
配
付
さ
れ
た
の
か
。

防
衛
省
よ
り
市
内
全
小
学
校
へ

配
付
さ
れ
た
こ
と
は
県
教
育
委

員
会
よ
り
連
絡
を
受
け
て
い
る
。

　「
防
衛
白
書
」
は
各
小
学
校
で
職
員

室
に
保
管
、
ま
た
は
図
書
館
に
配
架
し

て
お
り
教
育
資
料
の
ひ
と
つ
と
し
て
捉

え
て
い
る
。

問答 子
ど
も
版
「
防
衛
白
書
」
に

　
　
　
　つ
い
て
の
見
解
は

由利本荘市議会だより  令和7年／2025年10月31日発行

く
ら

よ
し

し

各
常
任
委
員
会
の

最
終
報
告
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
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１
．
は
じ
め
に

　
本
市
沖
で
計
画
さ
れ
て
い
る
洋
上
風

力
発
電
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
事
業
は
、
固
定
資

産
税
の
増
収
や
出
捐
金
収
入
な
ど
の
財

政
面
、
雇
用
や
観
光
な
ど
の
産
業
面
に

お
け
る
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
。

そ
の
中
で
、
本
市
へ
の
経
済
効
果
な
ど

市
民
に
、
ど
の
よ
う
な
恩
恵
を
も
た
ら

す
こ
と
が
で
き
る
か
を
具
体
的
に
示
す

こ
と
が
課
題
で
あ
り
、
当
委
員
会
と
し

て
も
関
連
事
業
の
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ

ッ
ト
を
明
確
に
捉
え
、
当
局
に
提
言
す

る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

２
．
先
進
地
で
の
視
察
か
ら

①
北
海
道
苫
小
牧
市

　
C
C
S
と
は
、
工
場
や
発
電
所
か
ら

排
出
さ
れ
る
C
O
2
を
分
離
・
回
収
し
、

地
中
貯
留
に
適
し
た
地
層
ま
で
運
び
、

安
定
的
に
貯
留
す
る
技
術
で
あ
り
、
地

…先進地視察先…

 ７月８日～１０日

●北海道苫小牧市

●北海道石狩市

●北海道江別市

再生可能エネルギー（特に洋上風力発電

事業）促進における地域活性化について

産業建設 常任委員会

質
特
性
を
活
か
し
、
国
内
初
の
本
格
的

な
陸
域
型
C
C
S
と
し
て
、
苫
小
牧
が

選
定
さ
れ
た
。 

市
民
の
不
安
や
疑
問
に

丁
寧
に
対
応
し
、
苫
小
牧
市
と
し
て
も

積
極
的
に
広
報
・
情
報
発
信
を
行
い
、
地

域
と
の
信
頼
関
係
構
築
に
努
め
て
い
る
。

 

②
北
海
道
石
狩
市

　
再
エ
ネ
電
源
と
し
て
風
力
発
電
、
太

陽
光
発
電
の
ほ
か
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

も
あ
り
、
地
産
地
消
型
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
し
て
い
る
。 

教
育
機

関
へ
学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供
や
、

洋
上
風
力
や
G
X
（
※
１
）
関
連
投
資

に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
む

た
め
の
市
内
企
業
に
よ
る
組
織
体
を
つ

く
り
地
域
企
業
の
振
興
を
目
指
す
。
更

に
一
次
産
業
の
持
続
可
能
性
向
上
や
市

民
の
利
便
性
向
上
、
公
共
交
通
課
題
の

解
決
、
水
素
利
活
用
に
よ
る
産
業
全
体

の
脱
炭
素
化
を
目
指
す
と
し
、
行
政
・

市
民
・
企
業
の
三
方
よ
し
の
ま
ち
づ
く

り
を
実
践
す
る
。

③
北
海
道
江
別
市

　
江
別
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消
化
ガ

ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
設
備
を
導

入
し
、
発
電
と
排
熱
を
利
用
し
た
暖
房

や
給
湯
を
行
い
、
最
終
沈
殿
池
か
ら
出

た
処
理
水
を
利
用
し
た
流
雪
溝
を
設
置

し
、
冬
期
間
の
排
雪
に
活
用
し
、
汚
泥

処
理
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
た
脱
水
ケ
ー

キ
は
肥
料
と
し
て
農
地
に
ほ
ぼ
１
０
０

%
有
効
利
用
さ
れ
て
い
る
。

３
．
ま
と
め

　
本
調
査
を
通
じ
て
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
促
進
に
よ
り
、
様
々
な
形
で

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
可
能
性
を

認
識
し
た
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
地
域
で
活
用
し
、
産
業
の
振

興
や
市
民
生
活
の
向
上
、
交
流
人
口
の

増
加
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
市
が
主

体
と
な
っ
て
市
民
へ
の
周
知
に
努
め
、
再

エ
ネ
施
設
へ
の
視
察
者
の
来
訪
に
向
け

て
飲
食
業
等
の
地
元
事
業
者
を
巻
き
込

み
、
効
率
的
な
観
光
の
仕
組
構
築
を
早

く
か
ら
計
画
す
べ
き
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
本
市
沖
の
洋
上
風
力

発
電
事
業
は
、
開
発
取
り
や
め
が
事
業

体
か
ら
発
表
さ
れ
、
今
後
は
事
業
者
が

改
め
て
公
募
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
。

　
本
市
や
市
民
に
最
大
限
の
メ
リ
ッ
ト
を

も
た
ら
す
た
め
、
攻
め
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
に
向
け
て
国
の
動
向
に
も
注

視
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。

（
※
１
　
G
X
＝
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）

こ
こ
が

聞
き
た
い

こ
こ
が

聞
き
た
い

11P 甫仮貴子（高志会）

１．本市における中小企業を始めとする各

　  種産業の振興について

２．矢島小学校学童保育について

３．本市の観光資源「桜」について

４．大雨災害時における内水氾濫対策と市

　  民の安全確保について

５．本市ごみ焼却施設の広域化と環境負荷

　  の低減について

６．ふるさと納税の増収に向けた新たな取

　  組みを

10P 佐々木隆一（日本共産党）

１．戦後８０年平和を願う心を未来に伝えよう

２．マイナ「一本化」で煩雑になる健康保険

　  証について認識と見解は

３．元号（和暦）西暦併用すべき

４．農業振興について

５．原発優先で再エネ抑制について

６．教育行政について

9P 伊藤順男（高志会）

１．本庁と総合支所における事務事業の見

　  直しについて

２．「稼ぐ力」による一般財源確保について

３．過疎債の運用状況について

４．本市の人口動態とその関連について

５．岩城・大内道の駅の指定管理状況につ

　  いて

６．「子供の生きる力」を育む教育について

10P 大友孝徳（市民の窓口）

１．鳥海山を核とした観光を推進するために

２．本市の風力発電施設

３．定額減税補足給付金（不足額給付）の申

　  請について

４．不祥事及び不適切な事務処理の再発防

　  止に向けて

11P 堀井新太郎（高志会）

１．市政の更なる発展のために

２．住み良い住環境の整備について

３．教育環境の整備について

４．全市いっせい防災訓練と消防団との連

　  携について

12P 粟野希穂（立憲民主党）

１．市役所における職場環境と働きやすさ

　  の確保について

２．不登校児童生徒への支援とスクールソー

　  シャルワーカーの配置体制について

３．由利本荘市教育支援センターの現状に

　  ついて

４．本荘郷土資料館の入館料について

総
合
支
所
の
窓
口
の
利
用
者
数

は
。

繁
忙
期
と
さ
れ
る
令
和
７
年
３

月
か
ら
４
月
の
来
庁
者
数
は
一

日
平
均
14
人
。
令
和
６
年
度
の
諸
証
明

の
発
行
件
数
は
、
一
日
平
均
10
・
86
件

と
な
っ
て
い
る
。
専
門
性
が
高
く
本
庁

に
集
約
さ
れ
た
業
務
の
相
談
に
つ
い
て

は
、
リ
モ
ー
ト
接
続
に
よ
り
、
総
合
支

所
職
員
が
寄
り
添
い
な
が
ら
相
談
で
き

る
体
制
を
整
え
る
。

問答

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

市
民
に
対
し
各
種
会
合
や
オ
ー

プ
ン
ト
ー
ク
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
と
ら
え
説
明
す
る
。
ま
た
、
寄

せ
ら
れ
た
意
見
等
を
踏
ま
え
成
案
を
策

定
し
12
月
議
会
に
示
す
。

問答

伊藤順男
（高志会）

本
庁
と
総
合
支
所
に
お
け
る
事

務
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て
。

今
後
の
人
口
減
少
や
財
政
規
模

の
縮
小
を
踏
ま
え
る
と
、
職
員

数
の
削
減
を
含
む
市
役
所
全
体
の
ス
リ

ム
化
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
の
な
い
事
務

と
、
そ
れ
に
要
す
る
人
員
を
本
庁
に
集

約
し
、事
務
の
効
率
化
を
図
る
。現
場
や
、

緊
急
対
応
な
ど
対
面
に
よ
る
応
対
に
特

化
す
る
こ
と
で
、
市
民
に
不
便
を
感
じ

さ
せ
な
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目

指
す
。  

問答

本
市
の
職
員
数
は
（
類
似
団
体

比
較
）

本
市
の
職
員
数
（
企
業
会
計
部
門

除
く
）
は
8
4
8
人
、
人
口
1
万

人
当
た
り
に
す
る
と
1
1
8
・
23
人
。

類
似
団
体
と
の
全
国
平
均
は
87
・
1
人
。

比
較
す
る
と
31
・
13
人
多
い
状
況
。
こ

の
一
因
と
し
て
広
大
な
面
積
を
有
し
て

問答

い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。  

９月定例会では、
６人の議員が質問に立ちました。
YouTube配信をQRコードより
ご覧になれます。

由利本荘市議会だより  令和7年／2025年10月31日発行

製油所で排出されたCO₂を分離・回収する設備

２０２４年より商業運転されている石狩湾新港洋上風力発電消化ガスコージェネにより電気料金が節減されている江別浄化センター

と
ま

こ

ま
い

し

市
役
所
の
ス
リ
ム
化
は
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１
．
は
じ
め
に

　
本
市
沖
で
計
画
さ
れ
て
い
る
洋
上
風

力
発
電
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
事
業
は
、
固
定
資

産
税
の
増
収
や
出
捐
金
収
入
な
ど
の
財

政
面
、
雇
用
や
観
光
な
ど
の
産
業
面
に

お
け
る
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
。

そ
の
中
で
、
本
市
へ
の
経
済
効
果
な
ど

市
民
に
、
ど
の
よ
う
な
恩
恵
を
も
た
ら

す
こ
と
が
で
き
る
か
を
具
体
的
に
示
す

こ
と
が
課
題
で
あ
り
、
当
委
員
会
と
し

て
も
関
連
事
業
の
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ

ッ
ト
を
明
確
に
捉
え
、
当
局
に
提
言
す

る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

２
．
先
進
地
で
の
視
察
か
ら

①
北
海
道
苫
小
牧
市

　
C
C
S
と
は
、
工
場
や
発
電
所
か
ら

排
出
さ
れ
る
C
O
2
を
分
離
・
回
収
し
、

地
中
貯
留
に
適
し
た
地
層
ま
で
運
び
、

安
定
的
に
貯
留
す
る
技
術
で
あ
り
、
地

…先進地視察先…

 ７月８日～１０日

●北海道苫小牧市

●北海道石狩市

●北海道江別市

再生可能エネルギー（特に洋上風力発電

事業）促進における地域活性化について

産業建設 常任委員会

質
特
性
を
活
か
し
、
国
内
初
の
本
格
的

な
陸
域
型
C
C
S
と
し
て
、
苫
小
牧
が

選
定
さ
れ
た
。 

市
民
の
不
安
や
疑
問
に

丁
寧
に
対
応
し
、
苫
小
牧
市
と
し
て
も

積
極
的
に
広
報
・
情
報
発
信
を
行
い
、
地

域
と
の
信
頼
関
係
構
築
に
努
め
て
い
る
。

 

②
北
海
道
石
狩
市

　
再
エ
ネ
電
源
と
し
て
風
力
発
電
、
太

陽
光
発
電
の
ほ
か
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

も
あ
り
、
地
産
地
消
型
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
し
て
い
る
。 

教
育
機

関
へ
学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供
や
、

洋
上
風
力
や
G
X
（
※
１
）
関
連
投
資

に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
む

た
め
の
市
内
企
業
に
よ
る
組
織
体
を
つ

く
り
地
域
企
業
の
振
興
を
目
指
す
。
更

に
一
次
産
業
の
持
続
可
能
性
向
上
や
市

民
の
利
便
性
向
上
、
公
共
交
通
課
題
の

解
決
、
水
素
利
活
用
に
よ
る
産
業
全
体

の
脱
炭
素
化
を
目
指
す
と
し
、
行
政
・

市
民
・
企
業
の
三
方
よ
し
の
ま
ち
づ
く

り
を
実
践
す
る
。

③
北
海
道
江
別
市

　
江
別
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消
化
ガ

ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
設
備
を
導

入
し
、
発
電
と
排
熱
を
利
用
し
た
暖
房

や
給
湯
を
行
い
、
最
終
沈
殿
池
か
ら
出

た
処
理
水
を
利
用
し
た
流
雪
溝
を
設
置

し
、
冬
期
間
の
排
雪
に
活
用
し
、
汚
泥

処
理
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
た
脱
水
ケ
ー

キ
は
肥
料
と
し
て
農
地
に
ほ
ぼ
１
０
０

%
有
効
利
用
さ
れ
て
い
る
。

３
．
ま
と
め

　
本
調
査
を
通
じ
て
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
促
進
に
よ
り
、
様
々
な
形
で

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
可
能
性
を

認
識
し
た
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
地
域
で
活
用
し
、
産
業
の
振

興
や
市
民
生
活
の
向
上
、
交
流
人
口
の

増
加
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
市
が
主

体
と
な
っ
て
市
民
へ
の
周
知
に
努
め
、
再

エ
ネ
施
設
へ
の
視
察
者
の
来
訪
に
向
け

て
飲
食
業
等
の
地
元
事
業
者
を
巻
き
込

み
、
効
率
的
な
観
光
の
仕
組
構
築
を
早

く
か
ら
計
画
す
べ
き
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
本
市
沖
の
洋
上
風
力

発
電
事
業
は
、
開
発
取
り
や
め
が
事
業

体
か
ら
発
表
さ
れ
、
今
後
は
事
業
者
が

改
め
て
公
募
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
。

　
本
市
や
市
民
に
最
大
限
の
メ
リ
ッ
ト
を

も
た
ら
す
た
め
、
攻
め
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
に
向
け
て
国
の
動
向
に
も
注

視
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。

（
※
１
　
G
X
＝
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）

こ
こ
が

聞
き
た
い

こ
こ
が

聞
き
た
い

11P 甫仮貴子（高志会）

１．本市における中小企業を始めとする各

　  種産業の振興について

２．矢島小学校学童保育について

３．本市の観光資源「桜」について

４．大雨災害時における内水氾濫対策と市

　  民の安全確保について

５．本市ごみ焼却施設の広域化と環境負荷

　  の低減について

６．ふるさと納税の増収に向けた新たな取

　  組みを

10P 佐々木隆一（日本共産党）

１．戦後８０年平和を願う心を未来に伝えよう

２．マイナ「一本化」で煩雑になる健康保険

　  証について認識と見解は

３．元号（和暦）西暦併用すべき

４．農業振興について

５．原発優先で再エネ抑制について

６．教育行政について

9P 伊藤順男（高志会）

１．本庁と総合支所における事務事業の見

　  直しについて

２．「稼ぐ力」による一般財源確保について

３．過疎債の運用状況について

４．本市の人口動態とその関連について

５．岩城・大内道の駅の指定管理状況につ

　  いて

６．「子供の生きる力」を育む教育について

10P 大友孝徳（市民の窓口）

１．鳥海山を核とした観光を推進するために

２．本市の風力発電施設

３．定額減税補足給付金（不足額給付）の申

　  請について

４．不祥事及び不適切な事務処理の再発防

　  止に向けて

11P 堀井新太郎（高志会）

１．市政の更なる発展のために

２．住み良い住環境の整備について

３．教育環境の整備について

４．全市いっせい防災訓練と消防団との連

　  携について

12P 粟野希穂（立憲民主党）

１．市役所における職場環境と働きやすさ

　  の確保について

２．不登校児童生徒への支援とスクールソー

　  シャルワーカーの配置体制について

３．由利本荘市教育支援センターの現状に

　  ついて

４．本荘郷土資料館の入館料について

総
合
支
所
の
窓
口
の
利
用
者
数

は
。

繁
忙
期
と
さ
れ
る
令
和
７
年
３

月
か
ら
４
月
の
来
庁
者
数
は
一

日
平
均
14
人
。
令
和
６
年
度
の
諸
証
明

の
発
行
件
数
は
、
一
日
平
均
10
・
86
件

と
な
っ
て
い
る
。
専
門
性
が
高
く
本
庁

に
集
約
さ
れ
た
業
務
の
相
談
に
つ
い
て

は
、
リ
モ
ー
ト
接
続
に
よ
り
、
総
合
支

所
職
員
が
寄
り
添
い
な
が
ら
相
談
で
き

る
体
制
を
整
え
る
。

問答

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

市
民
に
対
し
各
種
会
合
や
オ
ー

プ
ン
ト
ー
ク
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
と
ら
え
説
明
す
る
。
ま
た
、
寄

せ
ら
れ
た
意
見
等
を
踏
ま
え
成
案
を
策

定
し
12
月
議
会
に
示
す
。

問答

伊藤順男
（高志会）

本
庁
と
総
合
支
所
に
お
け
る
事

務
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て
。

今
後
の
人
口
減
少
や
財
政
規
模

の
縮
小
を
踏
ま
え
る
と
、
職
員

数
の
削
減
を
含
む
市
役
所
全
体
の
ス
リ

ム
化
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
の
な
い
事
務

と
、
そ
れ
に
要
す
る
人
員
を
本
庁
に
集

約
し
、事
務
の
効
率
化
を
図
る
。現
場
や
、

緊
急
対
応
な
ど
対
面
に
よ
る
応
対
に
特

化
す
る
こ
と
で
、
市
民
に
不
便
を
感
じ

さ
せ
な
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目

指
す
。  

問答

本
市
の
職
員
数
は
（
類
似
団
体

比
較
）

本
市
の
職
員
数
（
企
業
会
計
部
門

除
く
）
は
8
4
8
人
、
人
口
1
万

人
当
た
り
に
す
る
と
1
1
8
・
23
人
。

類
似
団
体
と
の
全
国
平
均
は
87
・
1
人
。

比
較
す
る
と
31
・
13
人
多
い
状
況
。
こ

の
一
因
と
し
て
広
大
な
面
積
を
有
し
て

問答

い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。  

９月定例会では、
６人の議員が質問に立ちました。
YouTube配信をQRコードより
ご覧になれます。

由利本荘市議会だより  令和7年／2025年10月31日発行

製油所で排出されたCO₂を分離・回収する設備

２０２４年より商業運転されている石狩湾新港洋上風力発電消化ガスコージェネにより電気料金が節減されている江別浄化センター

と
ま

こ

ま
い

し

市
役
所
の
ス
リ
ム
化
は
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○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

１
．
は
じ
め

　
全
国
的
に
少
子
化
の
進
行
が
加
速
し
て

い
る
。
本
市
の
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み

の
現
状
と
子
育
て
世
代
が
そ
の
取
り
組

み
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
を
把
握
す

る
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
先

進
地
の
取
り
組
み
を
調
査
研
究
す
る
こ

と
で
本
市
の
子
育
て
環
境
の
整
備
や
支

援
の
在
り
方
の
提
言
に
結
び
付
け
た
い
。

２
．
最
終
報
告

⑴
本
市
の
子
育
て
世
帯
へ
の
ア
ン
ケ
ー

　ト
調
査
か
ら

　
本
市
認
定
こ
ど
も
園
、
保
育
園
を
抽
出

し
年
長
児
ク
ラ
ス
の
保
護
者
1
8
0
世
帯

（
回
収
数
1
3
8
世
帯
、
回
収
率
76・６
％
）

◎
約
半
数
が
「
概
ね
充
実
し
て
い
る
」
と

す
る
一
方
、
残
る
半
数
近
い
保
護
者

が
「
本
市
の
子
育
て
支
援
策
を
理
解

し
て
い
な
い
、
満
足
し
て
い
な
い
」
と

回
答

◎
も
っ
と
取
り
組
ん
で
欲
し
い
子
育
て

支
援
、
上
位
2
位
は
「
遊
び
場
の
充

実
」「
経
済
的
支
援
」

◎
約
7
割
の
保
護
者
に
「
子
育
て
に
お

け
る
悩
み
」
が
あ
る

⑵
先
進
地
域
の
視
察
か
ら

①
鳥
取
県
倉
吉
市

○
子
育
て
世
代
買
い
物
応
援
事
業

　
多
彩
な
事
業
者
が
協
賛
し
買
い
物
時

の
割
引
等
を
行
っ
て
い
る

○
子
ど
も
食
堂
の
立
ち
上
げ
支
援

　
立
ち
上
げ
や
運
営
に
関
す
る
補
助
を

行
い
、
生
活
困
窮
世
帯
を
含
む
す
べ
て

の
世
帯
を
対
象
と
し
た
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
を
支
援
。
そ
の
結
果
、
子

ど
も
食
堂
実
施
団
体
は
4
団
体
か
ら

9
団
体
に
増
加
。
子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
の
確
保
に
結
び
付
い
て
い
る
。

②
島
根
県
出
雲
市

○
子
育
て
短
期
支
援
事
業

　
宿
泊
を
含
む
夜
間
、
休
日
の
児
童
の

預
か
り
を
行
い
一
時
的
に
子
ど
も
の

養
育
が
難
し
い
家
庭
へ
の
支
援
を
行

う
。
里
親
委
託
が
可
能
に
な
り
里
親

制
度
の
周
知
、
利
用
者
の
安
心
感
の

高
ま
り
に
よ
り
効
果
的
に
運
用
さ
れ

て
い
る

○
出
雲
市
多
胎
支
援
事
業

　
妊
婦
健
診
の
追
加
助
成
、
家
事
育
児

訪
問
サ
ポ
ー
ト
の
費
用
や
利
用
上
限

時
間
の
優
遇
。
ま
た
、
多
胎
ピ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
を
委
嘱
し
多
胎
妊
婦
や
多

胎
家
庭
の
支
援
を
行
っ
て
い
る

３
．
ま
と
め

　
２
年
間
に
わ
た
る
調
査
活
動
を
通
じ
、

本
市
に
お
い
て
も
他
自
治
体
同
様
多
様

な
子
育
て
支
援
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
再
認
識
し
た
。
そ
れ
ら
を
さ
ら

に
充
実
し
た
も
の
と
す
る
た
め
、
以
下

の
必
要
性
を
課
題
と
し
本
調
査
の
ま
と

め
と
す
る
。

⑴
支
援
策
と
子
育
て
世
代
を
つ
な
ぐ
パ

イ
プ
役
と
な
り
得
る
人
材
の
育
成
と

確
保

⑵
関
係
機
関
お
よ
び
民
間
と
の
連
携
の

充
実

⑶
子
ど
も
の
遊
び
場
の
周
知
と
既
存
施

設
の
活
用

　
こ
う
し
た
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、

今
後
と
も
保
護
者
の
声
に
耳
を
傾
け
た

子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
り
、
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
両
面
に
お
い
て
も
、
子
育
て
に

や
さ
し
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ

と
が
望
ま
れ
る
。

…先進地視察先…

６月３０日～７月２日

●鳥取県倉吉市

●島根県出雲市

子育てにやさしい

環境づくりについて

教育民生 常任委員会

子ども食堂支援が充実している倉吉市

多胎育児支援が充実している出雲市

ここが聞きたい
一 般 質 問

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
に
豪
雨
被
害

で
通
行
止
め
と
な
っ
た
地
点
を

反
映
さ
せ
る
べ
き
で
は
。

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
は
誰
で
も
投

稿
や
削
除
が
で
き
る
た
め
正
確

性
に
欠
け
る
場
合
も
あ
り
、
市
の
公
式

な
情
報
発
信
と
し
て
取
り
扱
え
な
い
。

問答

案
内
看
板
標
記
は
「
鳥
海
高
原
」

を
冠
に
し
た
後
に
各
施
設
を
表

示
し
観
光
客
に
分
か
り
や
す
く
し
て
は
。

鳥
海
高
原
標
記
を
統
一
的
に
進

め
る
た
め
に
南
由
利
原
か
ら
鳥

海
山
麓
の
広
い
エ
リ
ア
を
売
り
出
す
こ

と
は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
受
け
止

め
る
。

問答 鳥
海
山
を
核
と
し
た
観
光
を

　
　
　
　推
進
す
る
た
め
に

曖
昧
な
ル
ー
ル
と
運
用
で
は
組

織
改
革
は
完
遂
で
き
な
い
。
当

局
が
定
め
た
「
不
祥
事
等
再
発
防
止
に

向
け
た
具
体
的
な
対
策
」
を
ど
の
よ
う

な
サ
イ
ク
ル
で
誰
が
そ
の
進
捗
を
確
認

し
て
い
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
は
実
情
を
踏
ま
え
つ

つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
長
の
判

断
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
今
後
は
さ
ら
に

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
も
確
認
す
る
。

ま
た
各
課
を
越
え
た
第
三
者
の
目
で
チ
ェ

ッ
ク
し
つ
つ
、
不
祥
事
の
防
止
に
努
め
る
。

問答 不
祥
事
及
び
不
適
切
な
事
務

処
理
の
再
発
防
止
に
向
け
て

大友孝徳
（市民の窓口）

本
市
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
さ
れ

る
風
力
発
電
施
設
と
の
離
隔
距

離
３
０
０
メ
ー
ト
ル
（
規
定
前
）
が
確
保

さ
れ
て
い
な
い
住
宅
等
は
何
軒
あ
る
の
か
。

西
目
地
区
の
中
高
屋
に
22
軒
、

海
士
剝
に
１
軒
、
松
ヶ
崎
地
区

に
１
軒
あ
る
。

問答 本
市
の
風
力
発
電
施
設

佐々木隆一
（日本共産党）

改善が望まれる案内看板

戦
前
の
軍
国
主
義
に
よ
る
侵
略

戦
争
で
日
本
国
民
３
１
０
万
人
、

東
南
ア
ジ
ア
太
平
洋
で
２
千
万
人
の
命

が
奪
わ
れ
た
。

　
あ
の
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
方
は
本
市

で
何
人
か
。
渡
満
さ
れ
た
方
は
何
人
か
。

非
核
平
和
都
市
宣
言
を
し
て
い
る
本
市

の
市
長
と
し
て
戦
争
と
平
和
に
対
す
る

見
解
を
求
め
る
。

満
州
事
変
以
降
の
戦
没
者
は
１

市
７
町
で
２
９
１
０
人
、
渡
満

さ
れ
た
方
は
当
時
の
由
利
郡
内
で
２
９

１
人
、
現
地
出
生
が
57
人
、
う
ち
１
９

２
人
が
帰
還
し
て
い
る
。

　
80
年
の
節
目
に
市
民
の
恒
久
的
な
安

全
安
心
と
「
核
戦
争
、
核
兵
器
の
な
い

世
界
」
の
実
現
を
希
求
し
、
１
日
も
早

く
平
和
が
訪
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

問答 戦
後
80
年
平
和
を
願
う
心
を

　
　
　
　未
来
に
伝
え
よ
う

防
衛
省
は
子
ど
も
版
「
防
衛
白

書
」
を
毎
年
作
成
し
て
い
る
が

今
年
初
め
て
全
国
的
に
配
付
し
て
い
る

よ
う
だ
。

　
軍
事
力
を
正
当
化
し
、
意
見
が
分
か

れ
る
安
全
保
障
政
策
に
つ
い
て
政
府
見

解
を
一
方
的
に
教
え
こ
む
内
容
に
教
育

現
場
で
は
戸
惑
い
の
声
が
上
が
っ
て
い

る
。

　
ま
た
、
自
衛
隊
の
戦
車
や
戦
闘
機
の

紹
介
が
自
衛
官
募
集
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
あ
る
。
本
市
に
は
配
付
さ
れ
た
の
か
。

防
衛
省
よ
り
市
内
全
小
学
校
へ

配
付
さ
れ
た
こ
と
は
県
教
育
委

員
会
よ
り
連
絡
を
受
け
て
い
る
。

　「
防
衛
白
書
」
は
各
小
学
校
で
職
員

室
に
保
管
、
ま
た
は
図
書
館
に
配
架
し

て
お
り
教
育
資
料
の
ひ
と
つ
と
し
て
捉

え
て
い
る
。

問答 子
ど
も
版
「
防
衛
白
書
」
に

　
　
　
　つ
い
て
の
見
解
は

由利本荘市議会だより  令和7年／2025年10月31日発行

く
ら

よ
し

し

各
常
任
委
員
会
の

最
終
報
告
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
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ここが聞きたい
一 般 質 問

堀井新太郎
（高志会）

甫仮貴子
（高志会）

由利本荘市議会だより  第82号（9月定例会）

市
職
員
に
よ
る
不
祥
事
が
続
く

中
、
職
員
昇
任
試
験
の
導
入
の

考
え
は
。現在

、
職
員
の
昇
任
・
昇
格
に

つ
い
て
は
、
経
験
年
数
を
は
じ

め
、
事
務
能
力
や
勤
務
態
度
、
勤
務
成

績
な
ど
を
勘
案
の
上
で
行
っ
て
い
る
。

班
長
級
以
上
の
登
用
に
は
、
特
に
上
司

に
よ
る
人
事
評
価
結
果
な
ど
を
踏
ま
え

た
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
な
ど
を

合
わ
せ
て
、
総
合
的
に
評
価
し
て
判
断

を
し
て
い
る
。

　
他
市
で
行
う
「
試
験
」
と
本
市
で
行

う
「
選
考
」
に
形
式
的
な
違
い
は
あ
る

が
実
質
的
な
違
い
は
な
い
。
現
在
の
制

度
の
運
用
と
と
も
に
、
他
市
町
村
の
状

況
を
見
定
め
て
い
く
。

問答 市
政
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に

市
内
資
料
館
の
老
朽
化
と
収
蔵

物
の
展
示
保
管
場
所
が
行
き
詰

ま
る
。
デ
ジ
タ
ル
資
料
館
の
考
え
は
。

本
荘
郷
土
資
料
館
を
含
む
市
内

４
施
設
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
企

画
展
を
開
催
し
て
い
る
が
、
展
示
ス
ペ

ー
ス
に
制
約
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
物

で
の
展
示
や
公
開
で
き
る
資
料
数
が
限

ら
れ
て
い
る
。
収
蔵
資
料
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
行
う
こ
と
で
、
い
つ
で
も
誰
も
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
資
料
の
閲
覧
や
活

用
が
可
能
と
な
る
。
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
は
、
こ
れ
ま
で
埋
も
れ
て
し
ま
っ

て
い
た
資
料
の
価
値
を
よ
り
高
め
る
き

っ
か
け
に
な
る
。
今
後
、
市
の
事
業
全

体
の
中
で
総
合
的
に
判
断
し
な
が
ら
、

デ
ジ
タ
ル
化
を
活
用
し
た
教
育
環
境
の

更
な
る
整
備
に
努
め
る
。

問答 教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

本荘郷土資料館

政
策
提
案
の
た
め
の
委
員
会
所
管
事
務
調
査

１
．
は
じ
め
に

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
大
き
な

課
題
と
さ
れ
る
今
、
将
来
に
わ
た
っ
て

持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
系
を
構
築
す

る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

 

市
民
の
皆
様
の
「
生
活
の
足
」
を
守

り
本
市
の
実
態
に
即
し
た
公
共
交
通
の

あ
り
か
た
を
検
討
す
る
た
め
、
先
進
地

域
の
公
共
交
通
を
学
び
、
課
題
解
決
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
調
査
探
求
す
る
。

２
．
先
進
地
の
視
察
か
ら

①
兵
庫
県
宍
粟
市

　
人
口
密
度
と
森
林
面
積
率
が
本
市
に

近
似
し
た
宍
粟
市
で
は
「
既
存
の
概
念

に
捉
わ
れ
な
い
全
く
新
し
い
公
共
交
通

シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
を
方
針
に
公
共
交

通
の
再
編
に
取
り
組
み
、
幹
線
と
支
線

を
結
節
点
で
結
び
、
自
治
会
集
会
施
設

か
ら
3
0
0
ｍ
以
内
に
路
線
を
設
定
し

一
筆
書
き
の
路
線
と
し
た
こ
と
で
、
再

編
後
11
か
月
で
利
用
者
数
が
４
割
増
え

た
。
運
賃
は
市
内
全
域
の
乗
継
ぎ
を
含

め
2
0
0
円
（
小
人
1
0
0
円
）
に
定

額
化
し
た
。

②
岡
山
県
玉
野
市

　
市
の
中
心
部
が
岩
山
帯
で
住
居
地
が

少
な
く
、
そ
れ
を
囲
む
10
地
区
を
効
率

的
に
結
ぶ
公
共
交
通
網
の
構
築
が
長
年

の
課
題
で
あ
っ
た
玉
野
市
は
、
市
長
の

「
免
許
を
持
た
な
く
て
も
日
常
生
活
に
困

ら
な
い
ま
ち
に
」
と
の
思
い
か
ら
大
規

模
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
基
づ
い
た
地

域
公
共
交
通
計
画
が
策
定
さ
れ
、
乗
合

タ
ク
シ
ー
や
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
の
導
入
等
が
な
さ
れ
て
い
た
。

③
鳥
取
県
伯
耆
町

　
鳥
取
県
西
部
の
米
子
市
に
隣
接
す
る

伯
耆
町
で
は
、
路
線
バ
ス
事
業
者
か
ら

の
「
町
内
枝
線
の
廃
止
通
告
」
を
受
け
、

小
中
学
生
の
通
学
手
段
で
あ
る
ス
ク
ー

ル
バ
ス
と
、
町
民
の
足
と
し
て
の
デ
マ

ン
ド
バ
ス
な
ど
を
共
存
さ
せ
る
「
伯
耆

町
型
バ
ス
事
業
」
が
運
営
さ
れ
て
い
る
。

３
．
最
終
報
告

　
昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
本
市
公

共
交
通
計
画
も
他
自
治
体
と
遜
色
な
い

体
系
と
な
っ
て
い
る
が
、
利
便
性
を
追

求
し
便
利
な
交
通
体
系
を
構
築
す
る
だ

け
で
な
く
、
市
民
に
対
し
て
「
乗
っ
て

利
用
し
な
け
れ
ば
鉄
道
や
バ
ス
が
無
く

な
り
、
地
域
の
衰
退
が
加
速
す
る
」
と

の
意
識
付
け
が
重
要
で
あ
る
。

　
市
議
会
で
は
、
政
策
の
提
案
や
提
言
を
目
指
し
て
事
務
事
業
の
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
常
任
委
員
会
（
総
務
・
教
育
民
生
・
産
業
建
設
）
ご
と
に
所
管

す
る
事
務
事
業
か
ら
テ
ー
マ
を
定
め
、
２
年
間
（
令
和
５
年
１１
月
か
ら
令
和
７
年

９
月
）
の
期
間
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
最
終
報
告
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

…先進地視察先…

 ７月１日～３日

●兵庫県宍粟市

●岡山県玉野市

●鳥取県伯耆町

地域公共交通について

総務 常任委員会

内陸部で森林の多い宍粟市

瀬戸内海に面した玉野市

米子市のベッドタウン化が進む伯耆町

地
域
共
通
「
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン

プ
」
で
地
域
の
活
性
化
を
。

経
済
効
果
や
地
域
活
性
化
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
強
化
な
ど
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
推
進
に
も
つ
な
が
る
有
効

な
施
策
で
あ
る
が
、
導
入
に
は
難
し
い

課
題
が
あ
る
の
も
事
実
。
商
工
会
を
始

め
と
す
る
関
係
団
体
と
情
報
共
有
を
し

つ
つ
制
度
化
に
向
け
た
動
き
が
出
て
き

た
場
合
に
は
助
言
や
支
援
策
の
展
開
も

視
野
に
入
れ
臨
ん
で
い
く
。

問答 本
市
に
お
け
る

中
小
企
業
を
始
め
と
す
る

　
　
　
　各
種
産
業
の
振
興

学
童
の
場
所
を
当
初
予
定
の
学

校
内
か
ら
変
更
す
る
際
の
説
明

会
の
在
り
方
は
。

保
護
者
や
関
係
者
の
懸
念
を
払

拭
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
十

問答 矢
島
小
学
校
学
童
保
育

　
　
　
　
　
　
　に
つ
い
て

分
な
説
明
と
対
話
の
機
会
を
設
け
、
寄

り
添
っ
た
対
応
を
す
る
。
今
後
と
も
運

営
事
業
者
、
小
学
校
と
連
携
を
密
に
し
、

ご
心
配
や
ご
意
見
に
真
摯
に
対
応
し
、

よ
り
良
い
保
育
環
境
の
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

自
前
の
焼
却
施
設
が
な
く
な
る

こ
と
の
問
題
は
。

道
路
の
寸
断
や
広
域
焼
却
施
設

へ
の
搬
出
が
困
難
と
な
っ
た
場

合
で
も
、
コ
ン
テ
ナ
に
よ
る
一
時
保
管

や
臭
気
対
策
設
備
等
の
設
置
で
対
応
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。
国
で
は
ご
み
処
理
の

広
域
化
・
集
約
化
を
推
進
し
て
お
り
、
本

市
と
し
て
も
人
口
減
少
を
見
据
え
、
引

き
続
き
安
定
的
か
つ
持
続
可
能
な
廃
棄
物

処
理
体
制
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答 本
市
ご
み
焼
却
施
設
の

広
域
化
と
環
境
負
荷
の
低
減
は

新ごみ処理施設予定地は今後中継施設などにする計画

由利本荘市議会だより  令和7年／2025年10月31日発行
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う
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ち
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う
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地
域
分
校
や
出
張
型
支
援
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
や
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
活
用
、
人
員
体
制
な
ど
を
含
め
、
学

校
に
通
え
な
い
児
童
生
徒
が
地
域
で
学

べ
る
仕
組
み
は
。

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
内
本
荘
ふ
れ

あ
い
教
室
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
に
よ
る
学
習
や
学
校
の
様
子
の
オ
ン

ラ
イ
ン
配
信
も
行
っ
て
お
り
、
学
校
か

ら
家
庭
へ
の
授
業
配
信
も
実
施
し
て
い

る
。
今
後
は
、
公
民
館
な
ど
地
域
拠
点

に
出
向
い
て
学
習
支
援
や
相
談
を
行
う
。

問答 由
利
本
荘
市
教
育
支
援

　
　
　セ
ン
タ
ー
の
現
状
は

公
共
施
設
の
運
営
費
が
増
え
る

中
、
料
金
改
定
や
市
民
・
市
外

来
館
者
の
区
分
設
定
に
つ
い
て
市
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

企
画
展
入
館
料
は
教
育
目
的
を

重
視
し
一
律
１
０
０
円
で
、
市

内
外
を
問
わ
ず
多
く
の
方
に
本
市
の
歴

史
と
文

化
に
触

れ
て
い

た
だ
け

る
よ
う

努
め
て

い
る
。

問答 本
荘
郷
土
資
料
館
の

　
　
　
　
　
　
　入
館
料
は

　
　
　
　
　
　

粟野希穂
（立憲民主党）

ここが聞きたい
一 般 質 問

由利本荘市議会だより  第82号（9月定例会）

本荘道路拡幅に係る
本荘公園用地の売却

問 　進捗状況は。

答 　第1期区間（御門交差点から一番堰交差点）
および第2期区間（一番堰交差点から須田酒
屋前）は供用中、第3期区間（瓦谷地交差点か
ら御門交差点）を令和12年度までに供用開始
予定。

　国道１０７号本荘道路は、由利本荘市街から本

荘ＩＣへのアクセス道路であるほか、国道１０５

号、国道１０８号と接続し、交通の要衝となってい

ます。また、沿道には本荘公園や小学校、商業施

設などが立ち並ぶほか、第一次緊急輸送道路に

指定されるなど重要な路線であることから、平成

１１年度より県が整備を進めています。この用地と

して本荘公園の一部を売却しました。 産

由利学生寮教育振興基金条例
の制定

問 　どのように奨学金償還の支援として活用す

るのか。

答 　移住支援課が行っている「奨学金返還助成
事業」と連携し、対象者の負担軽減を図る。具
体的には、由利本荘市に就労または起業する
者の初年度１０月から翌年９月までの奨学金の
返還に際し、毎年４万円の自己負担分を基金
で充当し、対象者の負担を無くす。

　公益財団法人由利学生寮閉寮・解散による寄

付を奨学金償還の支援等に活用いたします。 教

ＡＩオンデマンド交通実証運行
事業

問 　主な事業概要は。

答 　本荘地域の一部で実施する。１名１乗車につ
き、大人（中学生以上）３００円・小人（小学生
以下）１５０円（未就学児無料）で、キャッシュ
レス決済にも対応する。また、スマートフォンア
プリから予約すると運賃が値引される。
　運行時間は午前９時から午後６時３０分で、
アプリでの受付の他、専用ダイヤルからの電話
受付も計画している。

　「ゆりほんのれッタ」の愛称で、今年度は令和

７年１２月１日から令和８年１月３１日の２か月間、

１０人乗りワゴン車輌１台と１４人乗りワゴン車輌

１台の計２台で実証運行の予定です。 総

障害者支援施設・介護保険施設
物価高騰対策事業

問 　どのような事業内容なのか。

答 　物価高騰をうけ障害者支援施設および介護
保険施設等に対して、食材料費の助成を行いま
す。障害者支援施設に対しては、入所系の定員
１人当たり３３００円。通所系施設の定員１人当
たり１６５０円。民間の介護保険施設に対しては
入所系・複合系の宿泊サービスに対し、定員１人
あたり５０００円。通所系・複合系の通いサービ
スに対し定員１人あたり１６５０円の補助を行う。

　障害者支援施設３３０万２千円、介護保険施設

１２４１万７千円の一般会計補正により事業を展開

します。 教

乳児等通園支援事業の設備及び
運営に関する基準を定める
条例の制定

問 　乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制

度）とは。

答 　利用対象は、０歳６ヶ月から満３歳未満で保
育所等に通っていないこども。就労要件を問
わず、月１０時間の枠内で柔軟に利用すること
ができる。２０２６年度から子ども・子育て支
援法に基づき全国の自治体で実施される。

　国の乳児等通園支援事業創設に伴い、設備や

運営に関する基準を制定します。 教
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市議会「子吉川クルー」5大会ぶり5回目の優勝
　第34回全国市町村交流レガッタ豊岡大会が9月27日・28日の両
日、兵庫県豊岡市円山川公苑特設会場（400mコース）で開催され
ました。議会議員の部には27クルーが出場。大会初日は予選5組の
レースが行われ、鳥海山クルーは惜しくも予選通過できず、翌日の交
流戦に回り第３位と奮闘。子吉川クルーは予選第3組に出場。2位に
2秒差余り、議会議員レースの全5組中3位の好タイムで予選を通過
し翌日の決勝に臨みました。決勝には、昨年予選で不覚を取った愛
知県東郷町議会など6チームが出場。当日の天候は晴れ、向かい
風、川の流れが速く川上に向かって漕ぐさまは、5月の連休明けから
9月の大会に向けて練習を重ねて来た「子吉川ボート場」によく似ており、レース後半の漕ぎが勝敗のキーポイントとし試合に
臨みました。課題のスタートを無難にこなし、中盤250m付近で3番手に手につけ300m付近から加速し、タイム「1分52秒
75」で2位のライバル東郷町議会に2秒余りの差をつけ、5大会ぶり（合併後）5度目の優勝。チーム由利本荘参加7クルーとと
もに「ボートのまち由利本荘」のPRと交流に努めてきました。

■市議会クルー監督／伊藤順男
■子吉川メンバー／C 伊藤順男・S 佐藤義之・3 小松浩一・2 泉谷赳馬・B 松本学・補漕 粟野希穂
■鳥海山メンバー／C 吉田朋子・S 佐藤健司・3 長沼久利・2 大友孝徳・B 橋島達也・補漕 甫仮貴子

第３4回全国市町村交流レガッタ豊岡大会

由利本荘市郷土資料館

由利本荘市議会だより  令和7年／2025年10月31日発行

■チーム由利本荘参加クルーの成績
・俺達。《優勝》（男子160歳未満の部）・本荘由利森林組合《優勝》（男子160歳以上の部）
・んだべおん！《決勝第4位》（女子160歳以上の部）・秋田プリマ食品レディース《交流戦第１位》（女子160歳未満の部）
・小林工業 MIX《交流戦第４位》（男女混合の部）

売却する本荘公園用地
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総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会 産 … 産業建設常任委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。

９月定例会のトピックス
　９月定例会が、9月2日から9月24日までの２３日間の日程で開催されました。
　市議会提出議案は、専決処分報告４件、令和６年度決算認定１４件、人事案件１件、条例案７件、契約
案件２件、令和７年度補正予算１０件、その他５件の計４３件が提出され、すべてが原案のとおり承認・認
定・可決されました。
　また、継続審査中のものを含む陳情２件は、ともに継続審査となりました。
　さらに、議案発案１件を可決、意見書の提出となりました。

「マイナ救急」全国一斉実証事業

問 　具体的な時期・内容は。

答 　令和７年１０月１日から翌３月３１日までを予
定とし、全地域を対象に実施する。救急隊員
が、搬送時に傷病者のマイナ保険証を活用し、
傷病者の医療情報を閲覧する。これにより、
ご本人や付き添われる方の負担を軽くするとと
もに、傷病者の方がより適切な処置を受ける
ことができる。

　救急搬送時にマイナンバーカードを活用した実

証を行います。 総

活動報告 令和７年７月２３日

再生可能エネルギー調査研究推進議員連盟研修会再生可能エネルギー調査研究推進議員連盟研修会
　再生可能エネルギー調査研究推進議員連盟研修会として、「エ
ネルギーのまち能代市」の取り組みについて視察を行いました。
　能代市は、平成１３年より運転開始された風力発電所を皮切りに、
太陽光発電やバイオマス発電など、さまざまな再生可能エネル
ギーの導入が進み、令和４年１２月には全国初となる洋上風力発
電所の商業運転が開始されています。
　地域への波及効果も大きく、運転管理事務所、県内企業との
合弁会社で運行するアクセス船（CTV）、メンテナンス作業チー
ムなど産業振興や雇用が創出され、風車の部材を置くふ頭の地盤強化など港湾振興にも寄与されてい
ました。
　また、事業者と連携した取り組みも多く、高校生を対象とした人材育成に繋げるエネルギースクール、
エネルギーに見て触れて体験するツアーなど風車への理解・啓発、事業者の協力のもと乗合交通の実
証運行などを実施していました。
　能代市の先進的な取り組みを視察し、経済波及効果と雇用の創出、事業者と連携した多岐にわたる
取り組みなどの実績を伺い、有益な事業になると認識できた研修となりました。
　本市沖の洋上風力発電事業は、事業者が資材価格高騰などの影響により、採算が取れないと判断し、
事業からの撤退を発表しました。政府は、速やかな再公募の方針を打ち出しており、今後の展開に期
待したいと思います。

活動報告 令和７年８月８日

森林・林業・林産業活性化推進議員連盟研修会森林・林業・林産業活性化推進議員連盟研修会
　森林・林業・林産業活性化推進議員連盟の研修会では、「本
市の森林環境譲与税の活用と林業の現状・課題・将来展望につ
いて」農山漁村振興課職員からお話を伺いました。
　本市の面積のおよそ４分の３を占める森林の状況や問題点を把
握するためには、①森林経営計画（一体的な森林を対象に植栽か
ら伐採までの保護等について５年１期とする計画）②森林経営管
理制度（管理されていない森林について市町村が仲介役として森
林の担い手を繋ぐ仕組み）③森林環境譲与税（森林整備に必要
な地方財源を安定的に確保するための財源）の三つの重要課題がり、１０年２０年と継続して実施して
いく必要がある事業であること。現状のままでは将来林産業が成り立たないことも数値では表れている
ことなど知るべき情報を伺いました。
　職員からは、「本市では年間およそ２億円の環境譲与税が見込まれている。使途目的に添った必要な
事業を行い、森林経営管理制度の周知を図り、森林管理人材育成などで、より多くの森林が次世代に
継承できるようになる」など、詳細な数値を示して説明いただきました。
　林活議連と当局との連携を深め、林産業の活性化を図り、森林の健全な維持に努めるための参考と
なりました。

由利本荘市議会だより  令和7年／2025年10月31日発行

鳥海山ろく線の災害復旧支援

問 　補助の内容は。

答 　令和７年８月８日豪雨により、子吉駅から鮎
川駅間において、線路上に法面から土砂流入
と倒木があった。
　国の災害復旧事業補助金の活用が前提とな
る第三セクター鉄道等協議会土木構造物保険
を適用させる。負担割合は、国庫補助４分の１、
県８分の１、市８分の１、鉄道事業者は２分
の１である。うち、市補助分１１０万円に免責金
１５０万円を加わえ２６０万円を補助する。

　災害総額９１４万９千円の一部２６０万円を補

正し補助します。 総

鳥海山 木のおもちゃ館から北側に数100m先の災害現場

市道松街道線  交通安全施設
（防護柵・防犯灯）設置工事

問 　事業概要は。

答 　防護柵２箇所、街灯2基を設置する。工事
費用は250万円。

　令和8年4月開校の本荘東小学校の通学路とな

っているほか、学童保育施設への経路にもなるた

め、安全と安心を確保する目的で設置します。 産

現地で設置箇所を確認
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◆６災２８６号１級市道袖山線道路災害

　復旧工事請負変更契約の締結について

　契約金額：１億８５９６万８２００円
　契約の相手方：山科建設・三浦土木特定建設工事
　　　　　　　　共同企業体
◆市立本荘東小学校グラウンド整備工事請負変更契

　約の締結について

　契約金額：２億６８１０万６３００円
　契約の相手方：香楽園・菊地・エコシビル特定建設
　　　　　　　　工事共同企業体

契　約　関　係 可決

●乳児等通園支援事業の設備及び運営に

　関する基準を定める条例の制定について

●由利学生寮教育振興基金条例の制定について

●個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する

　条例の一部を改正する条例案

●子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例案

●どまらんど大内条例の一部を改正する条例案

●テニスコート条例の一部を改正する条例案

●由利本荘市企業職員の給与の種類及び基準に関

　する条例の一部を改正する条例案

条　例　関　係 可決

９月定例会９月定例会
●字の区域及び名称の変更について

●排水路氾濫事故に係る和解及び損害賠償の額を

　定めることについて

そ の 他（主なもの） 可決

継続審査

○陳情第１号（継続審査中）

　選択的夫婦別姓制度の導入を国に求める意見書提

　出についての陳情

秋田弁護士会　会長　石田英憲

○陳情第５号

　再審法改正を国に求める意見書提出についての陳情

再審法の改正をめざす秋田の会　　　　　

筆頭代表　有働悠一

陳　情　結　果

●議員発案５号

　米の安定供給と食料安全保障の確立を求める意見

　書の提出について

議　員　発　案

意見書
提出

衆議院議長　参議院議長

内閣総理大臣　農林水産大臣

経済産業大臣

可決

■人権擁護委員（任期：３年）　

　菅　原　耕　悦　氏（再任）本荘地域川口

人　事　案　件

すが わら こう えつ

異議
なし

　本市議会では、令和４年度から「市民と語る会」を、高校生とまちづくりについて話し合う「高校生
と語る会」として取り組んできました。昨年度は語る会において話し合われた内容から「人口減少・少
子高齢化対策」「矢島高校における学校給食の導入」について、市当局に提言を行いました。
　今年度は、市内５校の高校生２８人と市議会議員１８人（議長等を除く）が９つのグループに分かれて「今
後の由利本荘市に取り組んでほしいこと」について話し合いました。およそ１時間にわたる意見交換を経
て、各グループごとにテーマが掲げられグループ協議を終えました。各グループから出されたテーマの一
部をご紹介します。

　高校生らしい「若者が集まれる場所や遊べる場所」「まちの活性化」を望む意見から、「出産・子育
て支援」「自殺率の減少」「農業の後継者問題」など本市にとどまらず現代日本の課題を捉えた意見など
もあり、多様な視点からの意見交換がなされました。そのような協議の中から提案されたテーマには、
由利本荘市への各グループの思いがこもっていると感じました。
　開催後のアンケートでは、「他校の生徒と交流ができて良かった。」「さまざまな意見や考え方があって
おもしろかった。」「自分の住むまちについて考えることができ、貴重な体験ができた。」などの感想が寄
せられ、２８人中２７人が語る会に参加
して「良かった」、１人が「まあまあ良か
った」との回答結果となりました。他校
の生徒と交流できたことや多様な考えに
ふれ意見交換ができたこと、また普段
語ることのない由利本荘市のまちづくり
について語り合えたことへの充実感が感
じられるアンケート結果でした。
　議会では、今回の語る会の内容を報告
書としてまとめ、市当局に提出いたしま
す。今後も、若い世代のまちづくりへの
思いが市政に反映されるように取り組ん
でまいります。

令和7年度  由利本荘市議会市民と語る会

※陳情第１号：継続審査中の「選択的夫婦別姓制度の導入を国に求める意見書提出についての陳情」について、なお継続審査とするかの採決

※陳情第５号：「再審法改正を国に求める意見書提出についての陳情」について、継続審査とするかの採決

※長沼久利議長は、採決に加わりません。　※採決で賛否が分かれた案件を掲載しています。　※共産党：日本共産党　立民党：立憲民主党
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●取り組んでほしいこと・理想の由利本荘市
●高校生が描く住みやすいまちについて
●Hope Town YURIHONJO
●希望をもてる由利本荘市
●これからのまちづくり・由利本荘市に
　取り組んでほしいこと
●「STOP！人口減少」プラン
●出て行ったとしても帰って来たいまちに
●みんな笑顔で満足な由利本荘市
　～全世代が住みよいまちに～

「高校生と語る会」開催

全ての議案審議結果は
ホームページをご覧ください▶▶
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７月

８月

９月

議会報編集特別委員会
議会報編集特別委員会
鹿角市議会行政視察来訪
再生可能エネルギー調査研究推進議員連盟研修会
議会全員協議会
栃木県那須塩原市議会行政視察来訪

東京都足立区議会行政視察来訪
産業建設常任委員会協議会
総務常任委員会協議会
市民と語る会「高校生と語る会」
森林・林業・林産業活性化推進議員連盟研修会
教育民生常任委員会協議会
議会全員協議会
総務常任委員会協議会
教育民生常任委員会協議会
産業建設常任委員会協議会
議会運営委員会

本会議（開会）
会派代表者会議
本会議（一般質問）～９日
議会運営委員会
決算審査特別委員会
会派代表者会議
委員会（議案審査）決算審査特別委員会～１２日
決算審査特別委員会（主査報告）
議会全員協議会
再生可能エネルギー調査研究推進議員連盟総会
森林・林業・林産業活性化推進議員連盟総会
議会運営委員会
本会議（閉会）
議会全員協議会
正副委員長会議
会派代表者会議
議会報編集特別委員会

（７／１～９／３０）

４日
１１日
１７日
２３日
２５日
２９日

５日
６日

８日

２２日

２５日

２日

８日
９日

１０日
１８日

２４日

３０日

９
月

定

例

会

３日
６日
１１日
１２日
１７日
１８日
１９日

２２日
２５日
３１日

３日
４日
８日
１８日
１９日
２４日
２７日
３０日

１日
１２日
１３日
２０日
２６日
２７日
２９日
３０日

【議長公務】

詳細はこちらから↑

７月

８月

９月

各期成同盟会等合同整備促進大会
消防訓練大会
由利畜産共進会
旧藩祭
秋田県市議会議長会第１回定例会（男鹿市）
青少年ハンガリー友好交流訪問団団結式
本荘マリーナ海水浴場安全祈願祭
日本海洋上花火大会
全国市議会議長会建設運輸委員会（東京都）
交通安全市民大会
東北日本海沿岸市町村議会協議会中央要望（東京都）～８月１日

矢島カップMt．鳥海バイシクルクラシック
市と市議会との合同要望(秋田市)
いわきおどり
日本海沿岸東北自動車道山形・秋田県境区間建設促進大会（山形県遊佐町）
峰越手代奥山林道整備促進連絡会議（山形県酒田市）
第１００回秋田県畜産共進会及びあきた畜産まつり
全国市議会議長会研究フォーラムin札幌（北海道札幌市）～２８日
市総合防災訓練

石川善兵衛翁の功績をたたえる植林記念祭
本荘地区福祉展表彰式
本荘追分全国大会
韓国梁山青年会議所訪問団来荘歓迎レセプション
子吉小学校閉校記念式典
全国ボート場所在市町村協議会議長懇話会
本荘由利発明工夫展・未来の科学ゆめ絵画展審査会
尾崎小学校閉校記念式典

議会日誌議会日誌

実質収支は12億6462万1千円の黒字

企業会計の状況企業会計の状況

区　　分 総 収 益 支　　出

水 道 事 業

ガ ス 事 業

２４億１００７万１千円

１３億１５４２万６千円

２３億３０７６万２千円

１２億２１１５万４千円

下水道事業 ３０億４４８６万円 ３０億８４７９万円

市債残高の状況市債残高の状況

年度比較 令和６年度 令和５年度

市 債 残 高 計

市民１人あたり

当該年度末人口

６１４億５００９万円

８８０，３７３円

６９，８００人

６３８億５３８８万５千円

８９５，７５４円

７１，２８５人

18億3981万1千円

12億6462万1千円

実質収支

5億7519万円

令和６年度繰越財源

歳入歳出差引額

歳入総額

37万6千円

533億

歳出総額

6056万5千円

514億

令和６年度決算を認定

１０特別会計の状況１０特別会計の状況

予算現額 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額

９６億５１３万２千円 ９６億６３６５万７千円 ９４億９８０２万４千円 １億６５６３万３千円

１０特別会計…国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、診療所運営特別会計、情報センター特別会計、奨学資金特別会計、
介護サービス事業特別会計、スキー場運営特別会計、小友財産区特別会計、北内越財産区特別会計、松ヶ崎財産区特別会計

令和６年度 一般会計決算令和６年度 一般会計決算

議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）

市議会カレンダー
● １２月定例会の予定 ●

１１／１６

２９２７２４ ２５

２０１８１７ ２１

３ ４２

７

１２／１

１３

６

２２

２１

１４

２４ ２５ ２６２２ ２３ ２７

２０１６１５ １９１７

月 火 水 木 金 土

本会議
（一般質問）

本会議
（開会）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

日

５

８ ９

１９

　１１月１９日（水）

正午までに受理する

請願・陳情を審議

する予定です
２８

本会議
（閉会）

１８

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）

常任
委員会

常任
委員会

１０ １１
常任
委員会

１２

由利本荘市議会だより  令和7年／2025年10月31日発行

慶祝、
協賛など

弔　　　事

７月 ８月 ９月

59,220円
（9件）

28,660円
（3件）

31,450円
（6件）

0円
（0件）

0円
（0件）

0円
（0件）

【議長交際費】

詳細はこちらから↑

議長交際費議長交際費

議会を見よう！知ろう！

★議会を傍聴！ライブで！
★会議録で読む
★ケーブルテレビで生中継
★由利本荘市議会YouTube
　チャンネルでライブ配信

由利本荘市議会YouTube
チャンネルはこちら→

▶ 次の定例会は１１／２８～１２／１８ ◀
　本会議でどんなことがどのように話し合われているの

か、様々な手段で知ることができます。皆さんの暮ら

しに直結していることばかりです。ぜひご覧ください。



令和６年度決算を認定　　 　　　▶Ｐ２
９月定例会  審議結果　　　　　　▶Ｐ３
９月定例会トピックス　　　　　　▶Ｐ４
政策提案のための委員会所管事務調査　▶Ｐ６
ここが聞きたい　一般質問　　　▶Ｐ９
議員連盟研修会　　　　　　　　▶Ｐ１３
市民と語る会　　　　　　　　　▶Ｐ１４
お知らせします　議会の動き　　▶Ｐ１５
愛ＬＯＶＥゆりほんじょう　　　▶Ｐ１６
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由利本荘市議会だより
令和７年／２０２５年１０月３１日　第８２号

９月定例会
実戦さながら防災の日（鳥海トレーニングセンター）／８月３０日

鳥海小学校児童による消火訓練 16
〒015-8501  秋田県由利本荘市尾崎17番地

電話／0184-24-6386　FAX／0184-27-1793
発行／由利本荘市議会

編集／議会報編集特別委員会

ホームページ  https://www.city.yurihonjo.lg.jp
由利本荘市議会 検 索

は由利本荘市の田園風景が大好きです。特に

本荘東中学校近くの田んぼアートがお気に入

りです。今年の５月に私たち２年生全員で田植えが

終わった苗の一部を古代米に植え替えて「Wish」の

文字を創りました。

　田んぼに実際に入ってみると、中はぬめぬめして

いて足をすべらせてしまわないようにするのは大変

でした。クラスメイト達も大変そうだったけど、ＪＡ

の方々からのアドバイスのおかげで最後までやりと

げることができて楽しかったです。

　作業が終わった後、私は達成感でいっぱいで、こ

の体験ができてよかったと思いました。

　この田んぼアートは東中生全員で創ったもので

す。東中は開校２１年目を迎えますが、この伝統は

いつまでも続いていってほしいです。

は、由利本荘市の豊かな自然が好きです。そ

の中でも一番好きなのは、鳥海山です。春は

雪どけを見ることができます。夏や秋は山登りを楽

しむことができ、冬は雪景色がとてもきれいです。

小友小学校のグラウンドからも、鳥海山を見ること

ができます。私は家族と何度か登山をしたことがあ

ります。山頂からの景色はとてもきれいで、達成感

でいっぱいになります。きっと、鳥海山から見られ

る景色も美しいと思います。家族と鳥海登山にも挑

戦したいです。

　自然は、いつも私を見守ってくれているように感

じます。鳥海山を見るたびに、見守ってくれてあり

がとうという気持ちが生まれます。１０年後、２０

年後も、変わらずきれいな鳥海山が残ってくれると

うれしいです。

愛 ＬＯＶＥ
アイ ラブ

ゆりほんじょう
vol.40

私 私

由利本荘市の鳥海山苗の植え替えから見る田んぼアート

小友小学校 ６年

さん髙橋 葵

本荘東中学校 ２年

（町内名　新道）（町内名　蓼沼）

ささ き はしたか あおいかいち

さん佐々木 一花

ま
ち
の

声
か
ら

　
周
り
を
見
渡
す
と
、
随
分
と
空
き
地
や
空
き

家
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。  

人
口

も
最
盛
期
の
３
割
、
商
店
に
お
い
て
は
２
割
ま

で
減
少
し
て
お
り
ま
す
。  

そ
の
結
果
、
跡
継
ぎ

の
子
ど
も
た
ち
が
行
き
場
を
無
く
し
、
町
を
離

れ
人
口
流
出
が
加
速
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
歴
史
を
た
ど
れ
ば
、
明
治
４
年
７
月
か
ら
１１

月
ま
で
矢
島
県
と
し
て
存
在
し
て
お
り
、
最
初

の
衆
議
院
選
挙
で
は
当
町
か
ら
全
県
５
名
の
う

ち
１
名
が
当
選
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
昭
和

６０
年
代
ま
で
に
は
、
全
て
の
行
政
が
こ
の
町
で

補
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。  

政
治
や
文
化
の
両

面
に
お
い
て
活
躍
さ
れ
た
先
人
た
ち
を
誇
り
に

思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
も
４
０
０
年
以
上
の
伝
統
の
あ

る
八
朔
祭
が
９
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。  

町
に

は
ま
だ
ま
だ
活
気
が
あ
り
、
次
代
を
担
う
若
者

た
ち
に
安
堵
し
ま
し
た
。

変
わ
り
ゆ
く
街
並
み

あ
き

や
す

き
し

だ

さ
ん

矢
島
地
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（
町
内
名

　舘
町
）

岸
田

　康
明

編
集
後
記

　
４
年
間
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。

　
私
た
ち
議
員
も
早
い
も
の
で
、
４

年
に
１
度
の
審
判
を
受
け
る
時
期

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
号
が
届
く
頃
に
は
新
し
い

議
員
が
決
ま
り
、
体
制
づ
く
り
に
忙

し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
議
会
報
の
委
員
も
変
わ
り

ま
す
。

　
委
員
長
を
は
じ
め
、
委
員
の
皆
さ

ま
、
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
を
文
章
に
し

て
い
く
作
業
は
、
と
て
も
大
変
で
す

が
勉
強
に
も
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ま
に
ど
う
伝
わ
っ
た
の
か
、
い
つ

も
気
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
議
会
の
動
き
や
市

政
の
や
り
と
り
を
伝
え
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
は
任
期
終
了
の
折
り
、
大
変

ご
苦
労
様
で
し
た
。

（
三
浦
晃
）
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